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公益財団法人とよなか国際交流協会 

令和２（2020)年度事業報告について 

 

Ⅰ．事業報告 総論 

 

【１．はじめに】 

新型コロナウイルスは世界の人の流れ、人と人のつながり方を大きく変えました。今や新型コロナウイルスの感

染拡大防止は、全世界が持続可能であるために何よりも力を入れて取り組まなければならない最大の課題になっ

ています。 

一方で近年、日本社会の大きな課題となっていた少子高齢化による人口減少、地域や産業界における人手不足

は、これも持続可能な社会形成にとって大きな課題であり続けています。一時的に外国人労働者の受け入れ停止

などの措置が取られたりしていますが、2 0 19 年４月に始まった外国人労働者の受入拡大の方向性が見直しされ

ることはなく、今後も一時的には増減を繰り返しながらも、長期的には外国人の日本への移住はますます増加して

いくことが見込まれます。 

また、外国人受入れの現実に目を向けると、すでに３００万人近くの外国人が暮らしています。コロナ禍以前か

ら、職場での違法な雇用形態や非人間的あるいは差別的な扱い、無理解・偏見によるヘイトスピーチ、地域社会か

らの孤立や定住支援策の不十分さなどが大きな社会問題となっていましたが、コロナ禍はその課題をより深刻な

形で浮き彫りにしました。「自分の分かる言葉で情報が得られない」「仕事が減ったりなくなったりして生活を維持

できない」「帰国することも国から家族を呼ぶこともできない」「外国人だからということでウイルス扱いをされる」な

ど、そこかしこで生活、生命が脅かされるような事態が起きています。 

 

このような状況は決してそのままで良いわけがなく、誰一人取り残すことなく、外国人も希望をもって、安心して

安全に暮らせる地域社会を創っていくことが求められています。 

 

公益財団法人とよなか国際交流協会（以下、協会）は、「市民の主体的で広範な参加により、人権尊重を基調とし

た国際交流活動を地域からすすめ、世界とつながる多文化共生社会をつくる」を基本理念としています。１９９３年

の設立以来、とよなか国際交流センター（以下、センター）を拠点として、外国人市民の自立や社会参加に向けた総

合的な外国人支援と多様な文化が認められる「ばづくり」や差異ある人々との共生のために行動できる「ひとづくり」

を推進してきました。 

ただ、ここまでの道のりは平坦ではありませんでした。特に２０１０年以降はセンターの移転（2 0 10 年度）、指定管

理者制度の本格実施（２０１１年度）、公益法人への移行（２０１２年度）、２０周年（ハタチ）記念事業及び指定管理者中

間第三者評価（2０１３年度）、大阪府公益立入調査（2 0 14 年度）、第三期指定管理者応募（２０１５年度）、２５周年記

念本の出版、指定管理者中間第三者評価及び大阪府公益立入調査、大阪府北部地震、西日本豪雨、台風２１号（２

０１８年度）、新型コロナウイルスの感染拡大による災害時外国人多言語情報支援センターの設置（２０１９年度）、第

四期指定管理者応募（２０２０年度）など、様々な課題を乗り越えてきました。そして、今、新型コロナウイルスの感染

拡大（2 0１９年度～）という大きな課題に直面しています。 

これまで様々な課題を乗り越えるために、職員・市民ボランティア・協会役員それぞれが持てる力を出し合い、よ

り活力ある協会運営を目指してきました。特にここ数年は、役員・事務局が一体となって協会の安定的な運営体制

の確立、市民とのつながりの強化、行政等関係期間とのつながりの強化を行い、それらを基盤として「アウトリーチ

で地域とつながって歩む」、「ネットワークで確かな支援の輪を」、「次世代と共に持続可能な共生社会へ」、「相談事

業とコミュニティ支援」といった方向性のもと、精力的な事業展開を行ってきました。そして、豊中における国際交

流と多文化共生推進の拠点としてハブ的役割を担えるよう努めてきました。また、コロナ禍においては、事業の形

態は変わっても、何とかつながりを途絶えさせないことを意識して活動してきました。 

今後もこれまでの経験、持っているネットワークや資源を活用し、柔軟な発想で多文化共生のまちづくりに取り

組んでいきたいと思います。 （＊2 0 ２０年度は、センターの第三期［20 16～2 0 2 0 年度］指定管理者期間の５年目でした） 
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【２．情報発信とアウトリーチ】 

2 0 ２０年２月、豊中市との協定（「豊中市災害時多言語支援センター設置に関する協定書」２０１７年２月２８日締

結）に基づき、市の要請を受け、災害時多言語情報支援センターを設置しました。それ以来、多言語での情報発信

及び相談対応を行ってきました。特に２０２０年４月からは法務省のワンストップ相談サービスの委託を受け、相談

体制を拡充（実施曜日を追加）しています。多言語での情報発信は２０２０年３月に多言語で facebook ページを

開設しましたが、facebook 等で発信した情報を確認しやすいように、６月には当協会のホームページ上に特設ペ

ージを新たに設けました。 

１０月からは市南部での外国人労働者の増加を受け、庄内公民館で南部日本語教室をスタートしました。また、３

月には庄内で開催された「くらしを守る総合相談会（豊中市福祉部包括支援プロジェクトチームが主催）」にも協力

し、普段とよなか国際交流センターに足を運ぶことが困難な人たちへのアウトリーチを行いました。 

また、年次報告書「こくりゅう＠hom e 2 0 1９」を作成し、各所に配布したほか、市の会議等の機会をとらえて国

流の取組について広く説明を行ってきました。また、新型コロナへの対応をまとめたリーフレットを作成し、取組の

紹介だけでなく、外国人がどのような課題に直面しているか、どういった助けが必要か、広報活動を行ってきまし

た。一方で、２０２０年度は豊中市社会福祉協議会が実施する「地域福祉ネットワーク会議（全７地域）」、市の保健師

会、豊中市民生・児童委員協議会等の場で説明することはできませんでした。また、避難訓練、防災訓練などの実

施を見合わせた地域も多かったため、地域の取組に参加して情報発信を行うことが十分にできませんでした。さら

に２０１６年度より開催している「新春のつどい」も新型コロナの感染拡大状況を踏まえ、開催を見送りました。 

情報発信は新型コロナウイルスの感染拡大により、思ったように進められなかった部分もありましたが、アウトリ

ーチを通じて、豊中市内の様々な地域で活躍する人々や団体とセンター以外での取り組みを進めたり、協会・セン

ターの知名度を一層高めることができました。 

 

【３．相談事業とコミュニティとのつながり】 

相談事業は、この１年実施曜日を追加し、拡充に取り組んできました（法務省「外国人受入環境整備交付金」によ

る多文化共生総合相談ワンストップセンターの受託による）。新型コロナウイルスの感染拡大やそれによる失業、生

活困窮など相談件数は２倍以上に増加しました。特に緊急事態宣言期間中も電話、メール、オンラインでの対応を

行い、セーフティネットとしての機能の維持に努めました。 

また、勝手に離婚され、本人も子どもも大きく人生をくるわされるという相談事例が頻発していることを問題視し、

設置した「リコン・アラート（協議離婚問題研究会。事務局は当協会）」では引き続き、関係機関・団体と連携して協議

離婚制度に関する問題点について、情報提供を続けてきました。また、３月には離婚に関する一日電話相談会を実

施しました。 

相談事業では他にも、多言語スタッフを中心にコミュニティ作りや日頃の相談対応から感じる課題の解決を目

指して外国人向け講座やイベントを企画し、実施しました。新型コロナの感染拡大を防ぐため、例年に比べ、活動内

容に制限をかけざるを得ないことも多かったのですが、その中でも工夫を行い、外国人の課題解決及び孤立を防

ぐ取組を進めました。 

また、「Fil ip ino Y oung  a t Heart's C lub」では月１回のコミュニティ活動を行いましたが、オンラインと対面を

併用してセミナーを行うなど、新たな参加者の拡大も図りました。 

外国人の孤立を防ぎ、地域社会の一員として安心して暮らせるよう、また防災などの観点からも情報から漏れる

人が出ないよう、今後も相談事業の一環としてコミュニティ支援を進めていきます。 

 

【４．ネットワークでより確かな支援の輪を】 

今年度はセンターの登録グループ（２４団体）との連絡会議は一回しか行うことができませんでした。また、密を

防ぐことができないことから、「とよなか国際交流フェスタ 2 0 2 0 」の開催を見送りました。 

地域の中間支援団体（５団体）とは情報交換、効果的な情報発信を行うため、継続的に情報交換を行いました。

特に豊中市スポーツ振興事業団とは２０１６年度から引き続き「サムライプロジェクト」を行っていますが、今年は盆

ダンス、ニュースポーツ体験を行いました。 

ESD とよなか連絡会議では参加団体と共に、コロナ禍での取組について情報交換を行いました。引き続き、関

係機関との連携を深め、体制づくりを進めます。 
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府内で活動する国際交流協会と行政担当とのネットワーク「国際交流ネットワークおおさか」では、月１回程度の

頻度で会議を持ち、研修会を開催したほか、今年も大阪弁護士会の協力の下、相談会を実施しました。 

府内で活動する外国にルーツを持つ子ども・若者の支援に携わっている団体とは、子どもの夢応援ネットワーク

でオンラインも使い、定期的に情報交換などを行っていますが、大阪市教育委員会から研修会の企画・実施を依頼

されたほか、ネットワーク独自にシンポジウム「ともに生きるシンポ～多民族社会「日本」のこれから pa rt ４～」を

実施しました。 

その他にも多様な団体との協働や連携によって、当協会が単独ではできない活動や支援を展開し、ネットワーク

でより確かな支援の輪を広げています。 

 

【５．子ども・若者に対する居場所や支援の継続的な実施】 

現在の日本社会の大きな課題として子ども・若者の課題があります。ニートやひきこもり、そして浮遊する若者の

課題は、外国にルーツをもち日本で暮らす若者も例外ではありません。そのうえ、海外から日本への移動に伴う困

難さもあります。外国にルーツを持つ子ども・若者を支援し、支えることは日本社会の将来につながる大きな社会

課題の一つです。 

当協会では２００５年度から子ども母語、２００６年度から学習支援サンプレイス、２０１３年度から若者支援事業を

実施しており、安心できる居場所でピア（同じような状況の仲間）やロールモデルと出会い、つながること、そしても

ともと持っていた力を取り戻し、元気になること（＝エンパワメント）を大切にしてきました。この事業は、持続可能な

協会＆センターの安定した運営にも深くつながると同時に、地域社会を支える貴重な財産となり、多文化共生社会

の創生の礎になると確信しています。２０２０年度は、コロナ禍により、お休みにせざるを得ないときもあったのです

が、若者世代にはオンラインの活動も取り入れるなどしてきました。次年度も引き続き、関係機関とのネットワーク

を通して、次世代育成を通じた持続可能な共生社会づくりに取り組みます。 

 

【６．施設の安全・安心、新たな活用】 

コロナ禍において、外国人支援・多文化共生推進の拠点としての役割をどのように果たすか、豊中市とも頻繁に

協議を行い、三密を回避し、安全に安心して利用してもらえるよう努めてきました。利用者に対する情報提供や利

用上の注意をお願いするだけでなく、できる限り消毒作業を行うほか、消毒液等を館内各所及び各室に配備、換

気施設の常時稼働、窓を開けて安全に換気できるように窓ストッパー設置、飛まつ感染防止のためアクリル板の設

置などを行い、施設の利便性向上、安全・安心の確保に努めてきました。 

また、free-w if i も設置したことから、オンラインでの活動がしやすくなりました。特に協会事業のボランティアや

市民団体に対しては、オンラインでの活動の仕方（特に Zoom の使い方）を丁寧に伝えたり、設備面でのサポート

を行うなどし、コロナ禍でも活動が滞ることのないよう努めてきました。 

また、市内公共施設及び飲食店と連携してとよなかシネコンを開催し、コロナ禍においても安全に人が公共施設

に足を運び、社会課題について知り、地域の飲食店に出向く仕掛けとしました。とよなかシネコンをきっかけに初め

てとよなか国際交流センターに来たという人も多く、多文化共生について広げる機会となりました。 

今後も、施設の安全・安心をしっかりと確保しながら、地域の多文化共生を進めていきます。 

 

【７．センター利用者とボランティア】 

センターを利用した人は、CC スペース等を含めて年間３４，７３２人(昨年と比べ４１，２６４人減)、うち外国人(㊟)

利用者は１６，５３７人で全体の約４８％を占めています。新型コロナウイルスの感染拡大等の影響もあり、年間のセ

ンター利用者、貸室の件数とも減少しました。一方で、利用者数における外国人利用者の割合は、約４８％であり、

豊中市の外国人割合（国籍では約１．５％）と併せて考えると、外国人が積極的に利用している施設であり、目的公

共施設としての役割を大きく果たしていることが分かります。 

詳しい事業ごとの数字は事業実績詳細の通りですが、おとな国際事業、子どもサポート事業や多文化子どもエ

ンパワメント事業は、その内容や実施形態も多様なニーズに沿って実施されており、バラエティに富んでいます。今

後はさらに多くの市民が足を運びやすいセンター、参加しやすいセンターを実現するため、ホームページ等を通じ

た情報発信、施設訪問者に対する掲示物等での情報発信を工夫します。 

なお、３月上旬には各事業の担当の市民ボランティアの皆さんとともに事業評価会（全２９事業）をオンラインで行



4 
 

いました。現在の課題や今後の事業展開につながる意見が出されました。多くの市民が多様な活動を支えており、

それぞれの事業が相互関係にあることが改めて確認されました。 
 

【８．国際交流と多文化共生のハブ的役割として】 

以上、見てきたように、協会はアウトリーチやネットワークづくり、若者支援事業を重視しながら人権尊重を基調

とした外国人の総合的支援と多文化共生社会推進を担ってきました。 

しかし、特にこの 1 年は新型コロナウイルスの感染拡大もあり、多文化共生のまちづくりをどう進めるか、どのタ

イミングで活動を止めるか／再開するか、どういった形で再開するか悩み続けた 1 年でした。その結果、思ったよ

うに事業が進められないことも多くありました。こういった大変な状況の中でも地域の多文化共生を止めないため

に、何ができるかを粘り強く考え、ボランティア、関係機関等と対話を続け、できることを積み重ねてきました。日々

の関係性を土台に、フットワーク軽く、状況を見ながら柔軟に判断し続けていく、また、その是非について対話を重

ねていくことの重要性を強く実感した1 年でした。また、ボランティアや関係機関等との話を通じて、励まされたりす

ることも多い 1 年でした。 

 

今後もこの経験を財産に「多様な文化や人が尊重される豊かで魅力あるまちづくり」の実現のために、より広範

な支援活動と地域貢献活動を展開していきます。地域で長年活躍してこられた市民活動団体や市民の皆さんと共

に、『チームとよなか』の一員として、国際交流と多文化共生のハブ的役割を担っていきます。 

 

㊟協会では国籍だけでなく、外国にルーツを持つ人びとも含めて「外国人」と認識しています。 
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Ⅱ．事業概要 

Ⅱ-1 事業内容 

 市民の主体的な参加による人権尊重を基調とした多文化共生社会を創出するため、次の事業を行った。 

 

Ⅱ-2 内容の詳細 

 

 

１．市民主体の国際交流活動推進事業 

 

（１）情報サービス事業 

趣    旨： 市民の国際交流活動が推進される環境整備をする。 

内    容： 協会やセンターからのお知らせの発行（日本語及び多言語）、新聞・書籍・雑誌などの閲覧提供、

コミュニケーションボードの設置、ウェブサイト・フェイスブックなどの SN S・メール配信システム等

を利用した情報発信、無料インターネット利用サービスなどを提供した。 

対    象： 国際交流に関心を持つ一般市民 

主 な 実 績： とよなか国際交流センターのウェブサイト運営（新型コロナに関する特設ページの開設）。多言語

ニュースレターの毎月発行ならびに E メールでの配信、ホームページでの情報提供（日本語及び

多言語）、フェイスブックでの多言語情報の発信、協会事業のメディアへの掲載、外国語図書なら

びに民族衣装や教材貸出 他 

 

（２）市民活動協働事業 
 

趣    旨： 市民の国際交流活動が推進される環境整備をする。 

内    容： 市民団体の活動支援のため、とよなか国際交流センター登録団体との情報交換を行った。登録 

団体と実行委員会を設けて実施している国際交流フェスタは開催を見送った。また、市民個人及び

団体に対して随時相談に対応したほか、また団体の運営に対して必要に応じてサポートを実施した。

特にオンラインでの活動方法に対するサポートを丁寧に行い、コロナ禍において多文化共生の取組

が止まらないように努めた。また、福祉、男女共同参画、環境、スポーツ、市民活動、国際交流の分

野に取り組む６団体で編集して壁新聞を発行し、中間支援組織間の連携を引き続き図った。その他、

「しょうない REK 」実行委員会や国際交流ネットワークおおさかへの参加など地域の他団体・広域

の関連団体との協働を進め、国際の視点に立った取り組みを行った。このほか、豊中市の都市間連

携の動きに合わせ、隣接する四中核市（西宮市、尼崎市、豊中市、吹田市）の国際交流協会、担当

部署間で情報交換を始めた。 

対    象： 国際交流に関心を持つ一般市民および団体 

主 な 実 績： 市民共同デスクへの参加、しょうない REK 実行委員会への参加、四中核市での情報交換会への

参加、市民団体の運営協力、市民団体・個人からの相談対応 

 

（３）留学生ホストファミリー事業 
 

趣    旨： 市民の国際交流活動が推進される環境整備をする。 

内    容： 例年は近隣の大学と日本学生支援機構大阪日本語教育センターの留学生とホームビジットの形

Ⅰ．多様な人々が尊重される地域づくり事業 

Ⅱ．事業概要 
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で年間を通して活動を行なうのだが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため世話人

会以外のプログラムは実施することができなかった。なお、世話人会では活動の運営方法に関し

て協議を重ね、再開後にスムーズに活動できるよう準備を重ねた。 

対    象： 国際交流に関心を持つ一般市民 

主 な 実 績： ボランティア登録計９０家族 

 

２．おとな国際事業 

 

（１）にほんご活動事業 
 

趣    旨： 外国人市民と日本人市民の出会いや交流、双方の関係が結べる機会を提供する。 

内    容： 日本人や外国人の参加者のニーズに合わせた多様な日本語交流活動を行った。 

形    態： ①もっともっとつかえるにほんご、とよなかにほんご・木ひる、とよなかにほんご・金あさ、にちよう

がちゃがちゃだん、千里にほんご  

※ 希望する外国人と研修を受けた日本人による日本語交流活動 

②おかまち・おやこでにほんご、しょうない・おやこでにほんご、せんり・おやこでにほんご 

※ 希望する外国人女性と研修を受けた子育て中の日本人女性による日本語交流活動 

いずれの活動も新型コロナの感染状況を見ながら、対面、オンラインを併用したり、切り替えたり

しながら行ってきた。 

対    象： 日本語交流活動への参加を希望する日本人及び外国人 

主 な 実 績： ①にほんご活動 実施回数のべ１８７回、参加者のべ７，１４５人（うち外国人３，４２０人）     

②おやこでにほんご 実施回数のべ３５回、参加者のべ３２９人（うち外国人１４６人） 

 

（２）多文化共生推進事業 
 

趣    旨： 多文化共生のまちづくりを実現するために、市民が参加しやすい様々な学びの場を提供する。 

内    容： 世界の文化について様々な切り口で学ぶセミナーやワークショップの開催、また、地域の外国人

が必要な地域情報にアクセスできるよう通訳を養成して派遣を行う。 

対    象： 多文化共生の取り組みに関心のある日本人・外国人 

主 な 実 績： 「世界を食べよう」 のレシピ本作成し出版した。料理撮影会１３回、参加者のべ４５人（うち外国人１

６人）、歴代講師インタビュー１０回、参加者のべ１０人（うち外国人１０人）。多文化・多言語セミナーと

して「パンソリを楽しもう～安聖民パンソリライブ」１回、参加者８０人。コミュニティ通訳派遣（３件）。

国流シネマカフェ４回、参加者のべ９０人（うち外国人２０人）。盆ダンス・ニュースポーツ体験全５回、

参加者のべ９０人（うち外国人７３人） 等 

 

３．持続可能な地域づくり事業 

（１）メディア・リテラシー市民ゼミナール 

（２）持続可能な開発のための教育（ESD）・防災・地域貢献 
 

趣    旨： 国際化や情報化が進む中、民主的な社会づくりに不可欠な知識・理念・技能を学ぶ機会を提供す 

る。その学びに基づいた行動が地域でできるよう行政や各機関との連携・協働を促す。 
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内    容： ①メディア・リテラシー市民ゼミナールでクリティカルな視点を学べる機会を提供した。 

②持続可能な開発のための教育（ESD）事業について、ESD とよなか連絡会議に参加し、関係団

体との地域課題の共有を行い、関係団体の連携について検討を重ねた。また、地域における幼

小中高や教職員を対象とした国際理解教育の現場に講師を派遣したほか、地域の人たちの外国

人の問題や国際理解・多文化共生等に関する相談を随時受けてきた。 

③豊中市より外国人のための日本語教室事業を受託し、庄内地域とオンライン上で「南部日本語」

を実施した。大阪府が作成した地域で学ぶ 入門期からの日本語教材「きいて まねして はな

して」を使い、日本語を学ぶ場を提供した。 

対    象： 外国人及び一般市民 

主 な 実 績： ①メディア・リテラシー講座の開催１回、参加者７人（うち外国人１人） 

②ESD とよなか連絡会議への参加。講師派遣年間のべ５５件、７３人 他 

③南部日本語［対面］１５回、［オンライン］１４回、のべ５７５人（うち外国人４５０人） 

 

４．持続可能な人づくり事業 

 

（１）ボランティア研修事業 
 

趣    旨： 国際交流活動の担い手育成のため、ボランティア養成やボランティア研修を実施する。 

内    容： ①日本語ボランティア養成講座を、現行ボランティアと新たにボランティアを希望する人を対象に

実施した。また、新規日本語ボランティア及び現行ボランティアが日本語交流活動についてより学

びを深めるため、養成講座の中で現役ボランティアが講師として登壇したり、交流会形式で新規

ボランティアとの意見交換も行った（なお、今年度は実施時期と感染拡大期が重なってしまったた

め、多文化子育て支援ボランティア養成講座を実施することができなかった）。 

②哲学カフェを実施し、市民の学び合いの場や自由に討論していくスキルを身に付けるための参

加と対話の場などを提供した。 

③一般市民向けに外国人の状況や当協会の活動を周知する場として「聴いてナットク！まるわか

りセミナー～多文化共生編」を開催。 

対    象： 国際交流活動ボランティア、一般市民 

主 な 実 績： ①日本語ボランティア養成講座の実施全４回、参加者のべ１５２人。千里にほんごボランティア養成

講座１回、参加者２人（※新型コロナウイルス感染拡大のため延期されていた２０１９年度の養成講

座の１回を今年度に実施） 

②哲学カフェの実施１回、参加者のべ４人（※新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン

での実施） 

③来てナットク！まるわかりセミナー多文化共生編１回、参加者１５人。 

 

５．子ども国際事業 

（１）おまつり地球一周クラブ 
 

趣    旨： 次世代の担い手である子どもたちが日本や世界の様々な文化を体験して学ぶことのできるよう

な異文化理解・国際理解の機会を提供する。 

内    容： 今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため年間を通して実施できなかった。地域に暮

らす様々な人の協力のもと、国際理解を促す体験活動「おまつり地球一周クラブ」を２回のみ、実

施した。 
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対    象： 小・中学生とその保護者 

主 な 実 績： 「おまつり地球一周クラブ」２回実施、参加者のべ２３人。 

 

（２）韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい 

趣    旨： 韓国・朝鮮につながりのある子どもたちが、民族講師（ソンセンニム）から、民族の文化や遊びなど

について学び、自尊感情を培うとともに、友だち（チング）とのつながりを深める場を設ける。 

内    容： 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、毎月の活動実施はできなかったが「韓国・朝

鮮のことばとあそびのつどい」を実施し、民族講師から民族文化や遊びについて学べる機会を提

供した。 

対    象： 韓国・朝鮮につながりのある小学生、中学生 

主 な 実 績： 「韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい」の 6 回実施（※ミーティング含む）、参加者のべ１５６人（う

ち外国人６１人）。小学生のハギハッキョ、ハギハッキョキャンプを実施。 

 

 

 

 

１．おとなサポート事業 

（１）相談サービス 
 

趣    旨： 在住外国人が抱える課題を解決するために相談サービスを行う。また、相談スタッフが中心とな

って、地域に住む外国人が自国文化を発表する機会の創出を行い、エンパワメントを図る。 

内    容： 外国人のための一般生活相談及び外国人女性専用電話相談を相談サービス事業として実施し

た。対応言語は日本語、中国語、韓国・朝鮮語、英語、フィリピノ語、タイ語、ポルトガル語、スペイン

語、インドネシア語、ベトナム語、ネパール語。相談に対応するために①多言語スタッフ、②簡易な

相談に対応でき、多言語スタッフをまとめるコーディネーター、③相談対応全体のコーディネート及

び外国人相談を受けられる相談員を配置している。別途必要な通訳や翻訳作業も行っている。今

年度も外国人が日本人配偶者に「勝手に離婚される」問題を受けて、「リコン・アラート（協議離婚問

題研究会）」を他機関と協働して運営し、外国人が抱える課題を広く社会に提起する取組みも継続

して実施した。また、豊中市が実施するくらしの何でも相談会などに協力した。２０２０年度は、法務

省「外国人受入環境整備交付金」による多文化共生総合相談ワンストップセンターの受託により、

対応日を増やすなど、体制強化を行いました。 

対    象： 外国人及び一般市民 

主 な 実 績： ①相談受付件数１，８４８件 

②機関連携によって、より専門的な対応を行った。 

③リコン・アラート（協議離婚問題研究会）を通じた啓発活動、一日離婚電話相談ホットラインの開

催等。 

 

（２）コミュニティ活動 
 

趣    旨： 地域に暮らす外国人のエンパワメントにつながるグループワークの展開、また自助グループの活

動の側面支援を行う。 

Ⅱ．周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり事業 
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内    容： 昨年度に引き続き、今後急速に高齢化を迎えるフィリピン人向けの居場所づくり「Fil ip in o 

Y oung  a t Heart’s C lub (FY A HC)」を定期的に実施したほか、ベトナム人市民による自主的

なコミュニティ活動の支援を行った。セミナーは対面、オンラインを並行して行うなど、より多くの

人が参加しやすいように試みた。 

対    象： 外国人 

主 な 実 績： Fi l ip in o Young  a t Heart’s C lub  ８回実施、参加者のべ６４人。 

 

（３）防災事業 

趣    旨： 大規模災害時における外国人支援の仕組みを市や関係団体と共に構築し、災害時もふまえた安

心・安全なまちづくりのための体制づくりならびにその啓発を行う。 

内    容： ２０１９年度に引き続き、災害時多言語支援センターを設置し、新型コロナウイルスや台風等に関す

る情報提供を行った（※設置は２０１６年度に豊中市と締結した「災害時多言語支援センター設置に

関する協定書」による）。外国人に対する防災セミナーを開催したほか、大阪府災害時外国人支援

ネットワーク会議への参加等を行った。また、災害時の相互協力を念頭に仙台観光国際協会、武蔵

野市国際交流協会、北九州市国際交流協会と情報交換会を行うなどして関係構築を進めた。 

対    象： 職員、外国人 

主 な 実 績： 災害時多言語支援センターによる情報発信等。 

 

２．こどもサポート事業 

（１）多文化子ども保育“にこにこ” 
 

趣    旨： 「子どもの権利条約」に掲げられているように、権利の主体として差別を受けることがないよう外

国人の子どもに対する支援事業を行う。 

内    容： 親の日本語学習と同時間帯に「多文化子ども保育“にこにこ”」を実施し、孤立しがちな外国人家

庭の子どもが多様な子どもやおとなと接し、コミュニケーションを取ることで社会性を身に付ける機

会を提供した。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども 

主 な 実 績： 「多文化子ども保育“にこにこ”」のべ２２回実施、ボランティアのべ４１人、子どもの参加のべ２７人

（うち外国人 ２７人） 

 

（２）子ども母語教室 
 

趣    旨： 「子どもの権利条約」に掲げられているように、権利の主体として差別を受けることがないよう外

国人の子どもに対する支援事業を行う。 

内    容： 子どもや親のニーズに合わせて中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語の「子ども母語教室」を

実施し、外国にルーツを持つ子どもたちが母語でコミュニケーションが取れるように支援をするとと

もに、子ども同士の仲間づくりを促進させた。今年度は新型コロナウイルス感染症拡大をうけ、４月

～８月末まで休室、９月から再開となった。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども 
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主 な 実 績： 子ども母語教室（中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語）４教室合わせてのべ１４回実施、参加

者のべ８１人（うち外国人８１人）。 

 

（３）学習支援・サンプレイス 

 

趣    旨： 「子どもの権利条約」に掲げられているように、権利の主体として差別を受けることがないよう外

国人の子どもに対する支援事業を行う。 

内    容： 外国にルーツを持つ小学生、中学生、高校生への日本語・学習支援を通した居場所づくり「サンプ

レイス」を行った。新型コロナウイルス感染症対策のため、今年度は７月からの開催となった。とよな

か国際交流センターが休館中は、保護者あてに電話連絡をするなどして子どもたちの様子を伺っ

たり、フォローを行うなどした。活動再開後は子どものニーズに沿ってボランティアが宿題、日本

語、教科の勉強、表現活動などに対応し、子どもたちやボランティアのつながりを深めるための行

事や学びの場、企画事業なども行ったほか、子どもの相談にも随時対応した。また、外国にルーツ

を持つ子どもの居場所づくりに必要な視点やスキルを学ぶための研修を実施した。 

対    象: 外国にルーツを持つ子ども 

主 な 実 績： サンプレイス のべ３０回実施、参加者のべ３６７人（うち外国人２３０人）。行事の開催１回、参加者６

人（うち外国人２人）。ボランティア研修６回、参加者のべ５１人（うち外国人１６人）。 

 
 
 

 

１．小学校外国語体験活動事業 
 

趣    旨： 市内の小学生が異なる文化を持つ人の存在を通して国際理解や共生していく姿勢を育むととも

に、外国語を使用してコミュニケーションを図る積極的な態度を身に付ける機会を提供する。 

内    容： 豊中市教育委員会との協働で豊中市立小学校の３年生から６年生に外国語体験事業を実施した。

体験活動を実施できる外国人ボランティアを配置し、事業を運営した。また、新型コロナウイルス

の感染予防を意識した活動展開が必要になるため、教材作成チームを設け、コロナ禍でも取り組

める・コロナ禍だからこそ求められる教室活動について検討を行った。 

対    象： 豊中市立全小学校、３年生から６年生の児童 

主 な 実 績： コーディネーター５人、ボランティア登録数３８人（１６か国・地域）、実施時間総数８２４時間、体験子

ども数のべ２６，３００人。 

 

２．国際教育推進事業 
 

趣    旨： 豊中市で行ってきた様々な「国際」に関する取組を総合的につなげるシステムを作り出すために、

教育資源を共有財産にする学び合い、調査・研究を実施する。 

内    容： 豊中市国際教育推進連絡会に参加し、情報交換、意見交換を進めた。多文化フェスティバルを豊

中市教育委員会協力のもと開催した。帰国渡日児童生徒学校生活サポート事業・豊能ブロック協

議会に構成団体として参加し、「多言語による進路ガイダンス」を開催した。 

対    象： 豊中市教育委員会及び豊中市立小中学校 

Ⅲ．学校とつながってつくる豊かな未来事業 
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主 な 実 績： 豊中市国際教育推進連絡会への参加。「多文化フェスティバル」の開催（年１回、参加者５０人）、

「多言語による進路ガイダンス」の開催（年１回、参加者５０人） 

 

３．多文化子どもエンパワメント事業 
 

（１）学習日本語「こんぱす」 

 

趣    旨： 豊中市に在住する、在日コリアン、帰国、渡日といった背景をもつ多文化につながる子どもたちの

現状を把握し、そのニーズに対応できるような支援を構想していく。 

内    容： 学習のための日本語支援が必要な子どもや若者のための日本語教室を、新たに立ち上げ、日本

語の支援を行った。また、子どもの日本語と学習面の躓きや悩み、不安に関する学習相談日を設

け、学校教員や保護者等からの相談対応を行った （運営の中心はとよなか JSL）。 

対    象： 学習日本語「こんぱす」・・・ 外国にルーツを持つ子ども・若者 

         学習相談会・・・学校の教職員、外国にルーツを持つ子どもの保護者、子どもの日本語指導にかか

わる人 

主 な 実 績： 学習日本語「 こ んぱす」 のべ７２回実施、参加者のべ８０２人（うち外国人２４０人）、 

 

（２）若者支援 （独立行政法人福祉医療機構 【令和３年度社会福祉振興助成事業】） 

 

趣    旨： 豊中市に在住する在日コリアン、帰国、渡日といった背景を持つ多文化につながる子どもたちの

現状を把握し、そのニーズに対応できるような支援を構想していく。 

内    容： 地域の中で潜在化し がちな外国にルーツを持つ若者の実態調査を行っ た。 外国にルーツを

持つ「 若者世代」 を対象に、 就労・ 進学につながる日本語サポート や、 安心し て集い、 悩み

や課題を相談できる居場所づく り なら びに生活支援を行っ た。 また、 今後の人材の養成のた

めのスタ ッ フ 研修も 実施し た。  

対    象： 外国にルーツを持つ子ども・若者 

主 な 実 績： ①外国にルーツを持つ若者の実態調査 

・事前研修２回、参加者のべ１０人（うち外国人６人） 

・インタビュー１０月～２月 計８回、参加者のべ３７人（うち外国人２３人） 

・豊中市立第四中学校夜間学級訪問 計１回、参加者のべ２人（うち外国人１人） 

・調査内容検討会 計５回、参加者のべ１８人（うち外国人１１人） 

②スキルアップ研修 

・スーパービジョン  年１２回、参加者のべ２４人（うち外国人２３人） 

・グループワーク研修 年３回、参加者のべ９人（うち外国人３人） 

③外国にルーツを持つ若者の居場所事業 

・外国にルーツを持つ若者「たまりば」 年３９回、参加者のべ１９５人（うち外国人１５５人） 

・イベント、行事の開催年４回、参加者のべ５１人（うち外国人３９人） 

④地域で作るライフプランニングのための日本語 

・年２３回（参加者のべ１０８人、うち外国人３８人） 

 

（３）てーげーコミュニケーションズ（多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェクト） 

 

趣    旨： 豊中市に在住する、在日コリアン、帰国、渡日といった背景を持つ多文化につながる子どもたちの

現状を把握し、そのニーズに対応できるような支援を構想していく。 

内    容： ２０１４年度に公益財団法人庭野平和財団からの助成を受けた事業を引き続き自主財源で実施

し、「てーげーコミュニケーションズ（多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェクト）」として、
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外国につながる子ども・若者たちの出会いの場を創造するための映像作品を作成した。その映像

作品の宣伝広報、販売促進を行った。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども・若者 

主 な 実 績： 「てーげーコミュニケーションズ（多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェクト）」映像作品の

宣伝、広報、販売促進 

 

（４）生活困窮者自立支援事業 「子ども学習広場『学楽多』」 
 

趣    旨： 教科学習にとどまらず、働くことや生きることにつながるような多様な学びの場、出会いの場を提

供することで、子どもたちを支援する。 

内    容： 豊中市の委託事業は終了したが、活動の締めくくりとして子ども同士が集まり、出会いを楽しむ

場を設けた。それをもって子どもが集まる事業は一旦休止としたが、引き続き事業の成果の整理

を進めているところ。今後必要性に応じて、再開等についても検討を行っていく。 

対    象： 外国にルーツを持つ子どもを中心に、参加を希望する者 

主 な 実 績： 活動等の整理 

 

（５）ネットワーク事業への参加 
 

趣    旨： 主に大阪府内で外国にルーツを持つ子どもの支援に携わっている機関、団体でネットワークを組

み、一つの機関・団体では解決が難しい課題について意見や情報の交換、発信を行った。 

内    容： シンポジウムの開催、研修会の講師などを引き受けた。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども等、外国人の支援に携わっている機関・団体 

主 な 実 績： 「ともに生きるシンポ～多民族社会日本 part4～」（年１回、参加者１４０人） 

 

４．施設管理受託事業 

・とよなか国際交流センター貸室業務 
 

趣    旨： とよなか国際交流センター貸室業務は定款にある目的を達成するための事業（国際交流の機会

提供及び参加促進の事業、国際理解及び国際化に関する啓発・研修事業、国際交流に関する情

報の収集及び提供事業、民間団体の国際交流活動に対する支援事業、国際協力に関する事業、

在住外国人に対する支援事業など）を推進していく活動ならびに同様の国際交流を目的とする一

般市民や利益目的でない一般利用者への貸室業務であり、貸室の利用料金に関する収入は全て

豊中市に納付している。 

内    容： とよなか国際交流センターの国際交流目的利用の市民や一般利用者に対して、公平公正、安全

に貸室業務を行った。さらに視察受入れや、豊中市が中学校を対象に実施する「地域体験学習

CU L(カル)」職場体験の受入れを行った。職員研修も通年で実施した。 

対    象： 一般市民および施設利用者 

主 な 実 績： ①年間貸室利用者数２６，６７２人（昨年度比２７，３１９人減）、うち外国人利用者数１３，１９６人（昨年

度比１０，４３６人減）・視察受け入れ（計 4 件、合計 4 3 人） 

②「事業評価会」参加者 5 9 人 

③職員研修（計１２回 
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１．市民主体の国際交流活動推進事業 
 

（１）情報サービス事業 
 

◆ニュースレターの発行 

日本語版と多言語版に分け発行した。情報発信を基本的なコンセプトに、以下について毎月掲載した。 

 

①協会のミッションとそれに基づく活動を伝えること 

②在住外国人に関する基礎的情報を提供すること 

③地域で生活する外国人へ多言語での情報提供 

 

日本語版は「とよなか国際交流センターおしらせ」として、内容はセンター事業を中心にした案内や報告を掲載し

た（５月号はセンターが臨時休館だったため休刊）。紙面に QR コードを入れたことで、ウェブサイトや Facebook

ページへのアクセスが容易になった。表紙のデザインは、地域の高校との連携推進の一環として、大阪府立池田高

校美術部と大阪府立桜塚高校美術部の高校生ボランティアにお願いしている（日本語版：A 4 判４ページ、フルカラ

ー［13 2 号～14 3 号］各月 1,4 0 0 部／多言語版：A 4 版 4 ページ、赤黒 2 色刷、各月５００部）。 

コロナ禍における国際交流協会の取組をまとめたパンフレット（「コロナまとめ」）を作ったことで、外国人の状況

を外部組織や市民に広く伝えるツールになった。 

 
 
◆多言語メールニュースの配信  

月 1 回（基本的に毎月第 1 金曜日）、メールニュース配信希望者には多言語ニュースレターの内容を 9 言語（英

語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語、タイ語、インドネシア語、ネパール語、ベトナム語、フィリピノ語）でメールで

配信した。2 02 0 年度は特に新型コロナウイルス感染症に関連する様々な情報を随時発信した。 

（20 21 年 3 月時点のメールニュース登録者数 ： ４３３人）  
 
 
◆書籍・新聞・雑誌・民族衣装、楽器等の閲覧及び貸出提供 

雑誌の提供と収集事業。外国人向けの無料コミュニティ紙、多言語の新聞やチラシを配架するなど、言語的マイ

ノリティへの情報提供を積極的に行っている。２０２０年度も新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、多言語に

翻訳した手洗い啓発ポスターや新たに設けた多言語 Facebook ページのポスターを館内等に掲示した。 

また、半年毎に豊中市立図書館から多言語での書籍（約10 0 冊）が団体貸出されるなど、図書館とも連携して図

書の充実を図っている（2 0 13 年 1 月より継続して実施）。 

館内に併設されている「地球市民ライブラリー」の蔵書については、図書ボランティアが図書の整理や書籍名簿

の作成を行い、市民が利用しやすい環境を整えた。日本語能力試験等の検定試験受験を希望する外国人のため

のサポート用のテキスト等も購入した。また、今年度は外国語の図書（絵本含む）を充実させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．多様な人々が尊重される地域づくり事業 

Ⅲ．2020 年度事業実績詳細 
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◆図書類（外国語図書（絵本）含む） 
貸  出 貸出件数（件) 増  冊 数 件数（件) 

総  数 ２１６ 総  数 ６４０ 

【内訳】  一般図書（絵本含） 

外国語図書（絵本含む） 

  < 内> 中国語 

ネパール語 

英語 

韓国語 

スペイン語 

ベトナム語 

タイ語 
 

８８ 

１２８ 

（２９） 

（１４） 

（５５） 

（１２） 

（６） 

（６） 

（６） 

【内訳】 一般図書 

日本語学習関係 

辞書類 

絵本（日本語） 

資料 

外国語図書（絵本含む） 

学習教材   

８８ 

8  

１ 

７７ 

４ 

４３２ 

３０ 

※1 回目の緊急事態宣言期間中は休止した。 

 

◆定期刊行物 

 

◆民族楽器、民族衣装、民族教材 

 

 

◆情報交換ボードの提供 

情報交換ボードでは、掲示期間を区切った上で、個人が自由に情報交換できるようにしている。また、日本語ボ

ランティア情報ボードも引き続き活用し、日本語交流活動で必要とされる情報を提供した（利用件数：13 件）。 
 

 

◆ホームページ 

今年度は協会の HP 上に「新着おしらせ」ウインドウを設置し、各ページへの誘導を行った。また、日本語を含む

11 言語対応で「緊急のおしらせページ」を設置し、特に新型コロナウイルスに関する情報を随時提供した。当協会

が Facebook で発信している多言語情報を中心に、過去の情報も含めて閲覧しやすいようにした。 

主催事業の新着情報等も随時更新し、常に最新情報を届けるように心がけた（協会の年間ホームページ訪問者

数 15 ,0 2 4 件、多言語での情報提供ページの訪問数は 5 ,8 8 2 件）。 

 
 

◆SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス） 

主に Facebook を利用し、日々の活動の紹介やイベント案内、研修会の報告などを継続して行った。今年度は

昨年度新設した多言語ページ（（英語、中国語、韓国・朝鮮語、フィリピノ語、スペイン語、タイ語、インドネシア語、ネ

パール語、ベトナム語の 9 言語）を活用し、新型コロナウイルス感染症の拡大状況や支援等について多言語による

情報発信を重点的に行った。 

協会の Facebook ページのフォロワー数 1,7 11 人（昨年度より 2 6 1 人増）、「いいね！」数 1,3 18 （昨年度より

17 4 増）。 

 
 

 

◆プレスリリースの発行：メディア各社向けにプレスリリースを随時発行。 

 
 

 

 

 

内 容 購入点数(単位：冊) フリーペーパーなど(単位：誌) 

定期刊行物 

日本語新聞 2   

雑誌・機関紙等 ４ 5  

外国語新聞 1 １ 

 民族衣装 民族楽器 民族教材 計（単位：件） 

貸出（件数） 6  2  15  2 3  

購入・寄付（件数） １２ １ 4  17  
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◆メディア掲載歴 
 

日時 掲載メディア 見出し/内容 

5 月 1 日 
国際人権ひろば（ヒューライツ大

阪ニュースレター） 
移住者の人権 「三くだり半よりひどい現在の協議離婚制度」 

12 月 7 日 公明新聞 在留外国人 支援強化を 

2  月 6 日 大阪日日新聞（地域総合） コロナ禍で生活困窮～苦境にあえぐ外国人技能実習生～ 

2 月 1４日 大阪日日新聞（地域総合） 無断で離婚や遺産トラブル～外国人電話相談実施～ 

 
 

◆取材協力：メディア各社からの取材に随時協力。 

 
◆その他  

・『日本における外国人・民族的マイノリティ人権白書』（20 2 0 年）への寄稿「リコン・アラート」 

・『月刊社会教育』2 0 2 0 年 10 月号への寄稿「外国人と共生する地域づくりと学び」 

・『都市住宅学』2 0 2 0 年への寄稿「外国人住民と共生する地域づくり 大阪・豊中の実践から見えてきたもの」 

・『４７行政ジャーナル』への寄稿 「多文化共生の地域づくりーとよなか国流の塗油戦」 

・『４７行政ジャーナル』への寄稿 「とよなか国流の挑戦―コロナ禍の外国人支援」 

・『共生のアトリエ 大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センターの挑戦』（大阪大学大学院人間科学

研究科附属未来共創センター編）への寄稿 「多文化共生の人づくり・場づくりー公益財団法人とよなか国際交

流協会」  

 

（２）市民活動協働事業 
 

◆イベント「とよなか国際交流フェスタ」について 

登録団体連絡会を行い、登録団体の活動状況やとよなか国際交流フェスタの実施に関して意見交換を行った。

毎年、とよなか国際交流センター登録団体や事業ボランティアによる実行委員会形式で「とよなか国際交流フェス

タ」を開催している。同フェスタはセンターで活動する登録団体の成果発表の機会ともしているが、新型コロナウイ

ルスによる感染拡大防止のため、開催を見送った。登録団体の成果発表の機会としてセンター内で活動紹介のポ

スター掲示を行った。 
 

登録団体連絡会： 6 月 2 8 日に実施（参加者 15 人、うち外国人 1 人） 

ポスター掲示期間： 9 月に活動紹介のポスターを掲示 

場         所： とよなか国際交流センターギャラリー 

内         容： とよなか国際交流センターの登録団体による活動紹介 

 

◆イベント「せかいのおばけやしき」の開催 

例年 8 月にとよなか国際交流センターの貸室の利用率が下がり、来館者が減ることから、その時期に 6 階の全

フロアを利用して「せかいのおばけやしき」を実施している（2 0 18 年度よりスタート）。2 02 0 年度は参加者同士の

接触や密を確実に回避することが困難であると判断し、開催を見送った。 

 

◆市民活動共同デスク 

2 0 10 年度、とよなか市民活動ネットきずなの呼びかけで、（社福）豊中市社会福祉協議会、（一財）とよなか男女

共同参画推進財団、とよなか市民環境会議アジェンダ 21 との 5 団体で編集委員会を作り、『2 0 11 とよなか市民

活動ガイドブック』を作成した。これを機に、豊中での市民活動のさらなる活性化を図るために「市民活動共同デス

ク」を立ち上げ、ゆるやかなネットワークによる情報の交換と発信を続けている。その後、（公財）豊中市スポーツ振

興事業団、豊中市市民活動情報サロンの受託団体が参加（現在はとよなか ESD ネットワーク）、市民活動ネットき

ずなの解散を経て現在の 6 団体となる。 

2 0 20 年度は壁新聞の発行がなくなり、各団体共通の課題を設定して毎回意見交換を行った。今後も引き続き

中間支援組織のゆるやかな情報共有ネットワークとして意見交換を継続する。 
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会議実施日 内   容 （場 所） 

6 月 25 日 6 団体意見交換会（市民活動情報サロン） 

9 月 24 日 6 団体意見交換会（市民活動情報サロン） 

12 月 3 日 6 団体意見交換会（市民活動情報サロン） 

2 月 25 日 6 団体意見交換会（市民活動情報サロン） 

 

 さらに、市民主体の国際交流活動を推進するため、地域で活動する国際交流をテーマとした市民団体・グループ

の運営に対する側面支援を以下の通り行った。 
 

日付 取り組みの内容 

通年 
センターを拠点として活動するボランティアグループ「日本語支援グループ・むすびめ」の運営支援及

び就労を目指す外国人のための日本語サポート事業を協働で実施した。 

通年 
市民団体からの相談対応。協会ウェブサイトに「国際交流の活動を充実させたい市民グループの皆

様へ」というページを設置して周知をはかり、市民団体からの問合せに対して随時情報提供を行った。 

メール等での情報

共有、情報交換 

例年、とよなか国際交流センター登録団体との連絡会議、国際交流フェスタ実行委員会を行っている

が、2 0 2 0 年度は新型コロナウイルスの感染拡大を受け、連絡会議、国際交流フェスタ実行委員会及び

国際交流フェスタは開催を見送ったが、参加団体のパネル展示を行うなどして、活動成果の市民への

還元に努めた。 

とよなか国際交流センター登録団体に対する広報支援として、各活動の体験会の実施及び市広報誌

への掲載などのサポートを進めたが、新型コロナウイルスの感染拡大前までしか行うことができなかっ

た。 

 
◆しょうない REK への協力 

 20 0 5 年、豊中市の「市民公益活動推進条例」に基づき、市と市民が協働して庄内地域の環境・共生・活性化の

課題に取り組む「しょうない REK 」が立ち上げられた。（しょうない REK は Recycle［リサイクル］、Even t［イベン

ト］、K aw araban：［かわら版］の頭文字を合わせた造語）。当協会としては、特に豊中市南部地域での関係機関・

団体との連携を重点的に進めるため、実行委員会に定期参加し、イベントへの参加を行った。 
 

  ●しょうない REK 実行委員会 

開催日 
6 月 18 日、7 月 16 日、9 月 17 日、10 月 15 日、11 月 19 日、12 月 8 日（振り返り会）、12 月 17 日、

1 月 2 1 日、2 月 18 日、3 月 18 日（計 10 回）  ※4 月、5 月は中止。 

場 所 庄内図書館 
 

  ●その他の取組 

   ・ 「とよなか国際交流フェスタ」古本バザー（とよなか国際交流センター）が開催できなかった。 

 
◆国際交流ネットワークおおさか 

大阪府内の国際交流協会及び自治体が中心となって、地域の国際化、国際交流、国際協力、多文化共生に関わ

る諸問題に協力して広域的に取り組んでいる。20 20 年度は定例の会議で情報交換を行ったほか、研修会、相談

会を行った。 

 

実施日 
参加者数 

（うち外国人） 
開催場所 構成団体 

4 月 10 日 
6 月 12 日 
7 月 17 日 
8 月 2 1 日 
9 月 4 日 
10 月 2 日 
11 月 6 日 

12 月 11 日 
1 月 14 日 
1 月 2 2 日 
2 月 19 日 
3 月 2 6 日 

11（3） 
10 （1） 
12 （2） 
11（2） 
12 （3） 
11（2） 
13 （2） 
13 （2） 
12 （2） 
12 （2） 
11（2） 
11（1） 

大阪国際交流センター＆Zoom  

【構成団体】 
大阪府国際交流財団、大阪国際交流センター（アイハ
ウス）、吹田市国際交流協会、とよなか国際交流協会、
とんだばやし国際交流協会、箕面市国際交流協会 
 

【オブザーバー】 
大阪府国際課、和泉市人権・男女参画室、池田市人
権・文化国際課、堺市国際課、N PO タブマネ 

合 計  13 9 ( 2 4 )    
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・研修会、シンポジウム等 

 

◆中核市ネットワーク（NATS）について 

西宮市、尼崎市、豊中市、吹田市はいずれも中核市であるが、府県を越えて４つ並んでいる。現在、４市では全

庁的に広域連携を進めているところであり、多文化共生の分野においても、担当課及び国際交流協会を交えて情

報交換や事業面での協力について検討を進めている。 

 

・情報交換会の実施 

 

 

◆市民団体との連携及び運営支援 

 地域で活動する国際交流目的の市民団体の活動支援を随時実施した。 

・ とよなか国際交流センターの登録団体（2 4 団体）との連絡会議を開催した。また、例年開催している国際交

流フェスタは新型コロナ感染拡大のため実施できなかった。 

・ 団体からの国際交流に関する相談窓口を設置し、随時相談に対応した他、団体の運営に対して必要に応じ

てサポートを実施した。また、とよなか国際交流センターの登録団体について、活動体験会を企画し、その

周知を市の広報誌で行うなどしている（2 0 2 0 年度については、途中で緊急事態宣言が入り、中断した）。

さらに、市民団体の運営協力（助成金獲得に関する助言や推薦書の作成等）も行うほか、市民団体との事

業に共催・後援を行った。 

 
 
（３）留学生ホストファミリー事業 
◆世話人会定例会 ： メンバー11 人 毎月第 3 木曜日 全 1０回実施 

（4 月１６日、5 月２０日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

◆ホストファミリーボランティア数 ： 登録家族９０家族 

（新型コロナウイルス感染拡大防止のため登録説明会を中止、新規登録家族なし） 

 

2 0 2 0 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、例年実施している「登録説明会（年 2 回）」「大阪大学と

JA SSO（日本学生支援機構大阪日本語教育センター）留学生とのマッチング・対面式・交流」「留学生とボランティ

アとの交流会（年３～４回）」「関連機関との打ち合わせや講演会参加」「ニュースレターの発行（年２回）」「協会イベ

ントのお手伝い」等は実施できなかった。 

 

 
 
 
 

実施日 
参加者数 

（うち外国人） 
開催場所 内容 

9 月 4 日 
11 月 2 0 日 
12 月 11 日 
1 月 2 2 日 
1 月 2 4 日 
2 月 9 日 

19 （5） 
15 （6） 
2 5 （5） 
2 8 （6） 
2 0 （8） 
15 （4） 

大阪国際交流センター 
とよなか国際交流センター 
とよなか国際交流センター 
すてっぷホール 
箕面市国際交流協会 
とよなか国際交流センター 

国流ネットセミナー（講師：大阪弁護士会） 
相談事業に関する視察（講師：山本愛、吉嶋かおり） 
行政文書の書き方と仕事の進め方（講師：堺市職員） 
反うわさ戦略セミナー（講師：上野貴彦［一橋大学］） 
一日弁護士相談会（協力：大阪弁護士会） 
相談員研修（講師：山中京子さん） 

合 計 122 （3 4）   

実施日 
参加者数 

（うち外国人） 
開催場所 内容 

10 月 12 日 
11 月 2 0 日 
2 月 19 日 
3 月 2 4 日 

 

7 （0） 
15 （0） 
5 （0） 
7 （0） 

とよなか国際交流センター 
西宮市国際交流センター 
Zoom  
Zoom  

各市の取組について 
各市の取組・課題について 
新型コロナウイルス対策について 
新型コロナウイルスワクチンに関する情報提供について 

合 計 3 4 （0）   



18 
 

２．おとな国際事業 
 

（１）にほんご活動事業 
 

◆もっともっとつかえるにほんご、千里にほんご、とよなかにほんご木ひる、とよなかにほんご金あさ、

にちようがちゃがちゃだん 

にほんご活動事業は、日本語ボランティア養成講座を修了した市民ボランティアによって自律的に運営されてい

る。外国人市民と日本人市民が出会い、日本語で交流を図る場として週 4 日（計 5 活動）開催した。なお、緊急事

態宣言による休館時や豊中市における感染者数の増加期間には活動休止期間を設けた。一方で、活動休止期間

においても、日本語学習のニーズはあること、日々の活動が学習者の居場所や様々な情報源になっていて生活を

支えてきていたことをふまえ、できるところからオンラインでの活動も行った。 

 
 

事業名 曜日 実施時間 参加者のべ人数（うち外国人） 実施回数 

もっともっとつかえるにほんご 月  10 :0 0 ～12 :0 0  6 16 人 （25 2 人） 2 8 回 

千里にほんご 木  10 :0 0 ～11:3 0  12 1 人 （5 0 人） 10 回 

とよなかにほんご・木ひる 木  13 :3 0 ～15 :3 0  9 52 人（5 10 人） 3 4 回 

とよなかにほんご・金あさ 金  10 :3 0 ～12 :0 0  1，0 9 0 人（66 0 人） 5 0 回 

にちようがちゃがちゃだん 日  10 :0 0 ～12 :0 0  3 5 7 人 （18 8 人） 2 6 回 

 総合計 3 ，13 6 人（166 0 人） 14 8 回 

 
●活動間の交流・学習会などの実施 

事業名 実施日 内容 参加人数（うち外国人） 

もっともっとつかえるにほんご 5 月 18 日 Zoom 体験会（ボランティア向け） 13 （0） 

とよなかにほんご・木ひる 7 月 9 日 Zoom ミニ講座（ボランティア向け） 11（0） 

とよなかにほんご・金あさ 

4 月 2 4 日 

5 月 1 日 

5 月 8 日 

LIN E テスト会（ボランティア向け） 

Zoom 体験会（ボランティア向け） 

Zoom 体験会（ボランティア向け） 

7（1） 

15 （1） 

16 （1） 

にちようがちゃがちゃだん 
11 月 6 日 

3 月 14 日 

Zoom 体験会 

オンラインレクチャー会（ボランティア向け） 

5（1） 

6（1） 

 
 
◆おかまち・おやこでにほんご、しょうない・おやこでにほんご、せんり・おやこでにほんご 

保育がない、子どもが慣れない、家から遠いなどの理由で、日本語教室に参加しにくい乳幼児連れの外国人女

性の居場所を提供するため、とよなか国際交流センター以外の公的な場として岡町図書館、庄内図書館、千里図

書館で日本人親子のボランティアと外国人親子の交流を行った。乳幼児を抱え、家に引きこもりがちな外国人女性

が安心して生活や子育てなどの情報交換ができ、悩みを相談できる場、リフレッシュできる場づくりを行った。

2 0 2 0 年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、図書館内での活動が行えない場合は、屋外（公園）やオ

ンラインでの活動を行った。 
 

 

 

おかまち・しょうない・せんりおやこでにほんごの参加者合計 

 

3 2 9 人（うち外国人 14 6 人） 
 

●おかまち・おやこでにほんご 

活動場所 豊中市立岡町図書館 3 階、豊中市内の公園など 

活動期間 2 0 2 0 年 9 月 2 9 日～20 2 1 年 3 月 2 3 日（18 回） 

活動時間 毎週火曜日午前 10：0 0～12：0 0  

人  数 のべ 18 6 人（うち外国人 8 3 人） 

うち外国人おとな 4 4 人 うち外国人子ども 3 9 人  
うちボランティアおとな 6 6 人 うちボランティア子ども 3 7 人  
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～活動内容 

実施日 内  容 実施日 内  容 

9 月 29 日 打ち合わせ＠緑地公園 12 月 15 日 おしゃべり会＠谷田公園 
10 月 6 日 V ミーティング＠センター 12 月 22 日 おしゃべり会＠稲荷山公園 
10 月 13 日 図書館、センター、おかまちおやこ  

3 者ミーティング＠岡町図書館 
1 月 19 日 おしゃべり会＠桜塚公園 

10 月 27 日 おしゃべり会＠桜塚公園 2 月 2 日 おしゃべり会＠桜塚公園 
11 月 10 日 おしゃべり会＠桜塚公園 2 月 9 日 おしゃべり会＠桜塚公園 
11 月 17 日 おしゃべり会＠集会室２、集会室 3  2 月 16 日 おしゃべり会＠桜塚公園 
11 月 24 日 おしゃべり会＠桜塚公園 3 月 9 日 おしゃべり会＠桜塚公園 
12 月 1 日 おしゃべり会＠桜塚公園 3 月 16 日 おしゃべり会＠図書館 
12 月 8 日 おしゃべり会＠桜塚公園 3 月 23 日 おしゃべり会＠図書館 

 

●しょうない・おやこでにほんご 

  
～活動内容 

 

●せんり・おやこでにほんご 

 

～活動内容 

 
 
 
（２）多文化共生推進事業 
 

◆世界を食べよう 

2 0 14 年度より、地域の日本人を対象に異文化に触れる機会及び講師となる外国人のエンパワメントにつなが

る機会を作るため、料理を通じた国際理解プログラムとして「世界を食べよう」を開催している。講師は、地域在住

の外国人が担当する。飲食を伴う活動であることから、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点より、今年度は

活動を見合わせることとした。それに代わって、2 0 14 年度の開始から紹介してきた料理のレシピをまとめたレシピ

活動場所 オンライン会議システム（Zoom）、豊中市内の公園など 

活動期間 20 2 0 年 6 月２３日～２０２０年１０月２０日（３回） 

活動時間 毎週火曜日午前 10：0 0～12：0 0  

人   数 のべ１４人（うち外国人６人） 

うち外国人おとな ６人 うち外国人子ども ０人 

うちボランティアおとな ８人 うちボランティア子ども 0 人 

実施日 内  容 実施日 内  容 

6 月２３日 おしゃべり会＠Zoom  ７月１４日 おしゃべりピクニック（雨のため中止） 

６月３０日 バランスボール会＠Zoom  １０月２０日 おしゃべりピクニック＠蒲江公園 

活動場所 オンライン会議システム（Zoom）、豊中市立千里図書館集会室など 

活動期間 2 0 2 0 年 7 月 7 日～2 02 1 年 3 月 16 日（14 回） 

活動時間 毎週火曜日午前 10 時～12 時 

人   数 のべ 12 9 人（うち外国人 5 7 人） 

うち外国人おとな 2 7 人 うち外国人子ども 3 0 人 

うちボランティアおとな 5 0 人 うちボランティア子ども 2 2 人 

実施日 内  容 実施日 内  容 

7 月 7 日 七夕イベント＠Zoom  12 月 1 日 公園遊び＠野畑南公園 

9 月 1 日 おしゃべり会＠Zoom  1 月 12 日 お正月あそび＠Zoom  

9 月 2 9 日 お月見＠Zoom  1 月 2 6 日 節分の準備＠Zoom  

10 月 2 7 日 ハロウィンクラフト＠図書館 2 月 2 日 節分＠Zoom  

11 月 10 日 よみきかせ＠図書館 2 月 16 日 雪遊び＠Zoom  

11 月 17 日 秋のうた＆クラフト＠Zoom  3 月 2 日 ひなまつり＠Zoom  

11 月 2 4 日 かしのき公園ピクニック 3 月 16 日 桜づくり＠図書館 
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本を発行することとした。レシピ本の発行にあたっては、当協会の他事業にかかわるボランティアや外国人の方の

協力のもと、料理の再現・撮影会を行った。また、歴代講師の外国人の方へのインタビューを実施し、レシピの掲載

だけではなく講師の人となりや料理への思いなども盛り込んだ内容となった。レシピ本には 11 か国・地域の料理、

4 2 品を掲載。2 0 2 1 年 3 月末に発行。 

 

料理再現&撮影会 

実施日 料理内容 参加者数（うち外国人） 

10 月 4 日 ペルー① １（０） 

10 月 12 日 スリランカ、バングラディシュ、ペルー②  ８（２） 

10 月 13 日 バングラディシュ②、ペルー③ ３（１） 

10 月 2４日 タイ② １（０） 

10 月 25 日 ネパール ６（５） 

10 月 31 日 タイ② １（１） 

11 月 5 日 韓国 １（１） 

11 月 5 日 ルーマニア １（０） 

11 月 6 日 インドネシア ５（１） 

11 月１３日 ベトナム① ３（２） 

11 月 19 日 フィリピン、ペルー④ ６（２） 

12 月 1 日 ベトナム② ５（１） 

12 月 22 日 モロッコ ４（０） 

合 計   ４５(16 )  

 

歴代講師インタビュー 

実施回数 参加者数（うち外国人） 

10 回 10 人（１０） 

 

◆通訳派遣 

中間支援組織を対象として、外国人の生活支援要請案件に通訳ボランティアを派遣するものである。今年度は

5 件（ベトナム語、中国語、ポルトガル語）の要請があり、多言語スタッフを派遣した。 

 
◆多文化多言語セミナー 「パンソリを楽しもう～安聖民パンソリライブ～」 

パンソリ唄者と鼓手による演奏とトークをすてっぷホールで開催した。在日本大韓民国民団大阪府豊能支部の

協力などにより、これまでセンターにつながっていなかった方々にも広く参加していただけた。 
 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 

2 月 2 0 日 
パンソリを楽しもう 

～安聖民パンソリライブ～ 

安聖民（パンソリ唱者） 

趙倫子（鼓手） 
８0 (１７)  

  合 計 ８0 (１７)  

 
◆コモとスースの絵葉書プロジェクト 

市民から募集した協会キャラクター「コモとスース」のイラストを配置した絵葉書を 5 枚 1 組で作成し、2 0 17 年

度より継続して頒布している。 

 

◆外国人のための茶道教室 

地域の外国人が日本文化に触れる機会として、茶道教室を開催している（2 0 15 年度より、多文化共生推進事

業として実施）。例年、とよなか国際交流フェスタの中で実施しているが、今年度はとよなか国際交流フェスタの開

催を見送ったため、外国人のための茶道教室も実施できなかった。 

 

◆外国人のための武道体験 

 豊中市スポーツ振興事業団との共催事業「サムライプロジェクト」として実施。豊中市スポーツ振興事業団とつな

がりのある講師が外国人に向けて指導した。例年実施している武道体験は身体接触や密になることが懸念された

ため断念し、その代わりに「盆ダンス」をとよなか国際交流センターで、「ニュースポーツ」を庄内体育館で実施した。 
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内容 実施日 参加者数（うち外国人） 

盆ダンス① 2 月 7 日 １４（１１） 

盆ダンス② 3 月 7 日   １７（１２） 

ニュースポーツ① ２月 1４日   １８（１６） 

ニュースポーツ② ２月 2 8 日  １９（１７） 

ニュースポーツ③ ３月１４日 ２２（１７） 

  合 計 ９０（７３） 

 

 

◆国流シネマカフェ／とよなかシネコン 

国際交流や人権に関する映画を観ることで、社会的課題についての新たな気づきにつなげるために実施してい

る。今年度は国流シネマカフェとして２回上映会を実施した（下記、表中の第 1 回、第 2 回が該当。場所はとよなか

国際交流センター）。 

また、今年度は『国流シネマカフェ』に加えて、映画を通して公共施設が取り組む課題や社会問題について考え

るきっかけにしてもらうために市内の公共施設・協力店舗とのコラボ企画『とよなかシネコン』を企画・開催した。当

協会では、とよなかシネコンの中で 2 回上映会を実施した（下記、表中の第 3 回、第 4 回が該当。場所はすてっぷ

ホール）。参加団体はとよなか男女共同参画推進財団、とよなか市民活動情報サロン、庄内公民館、中央公民館、

アジェンダ 2 1 と当協会。また、協力店舗は鳳仙花、タージマハル・エベレスト、サパナ、サイゴノ晩餐、さとう、ワンカ

ヨの 6 店舗。 

 

 開催日 上映作品 参加者数 うち外国人 

第 1 回 8 月 16 日 「リメンバー・ミー」、「ゴーストバスターズ」（二本立て） 21 5  

第 2 回 11 月 2 8 日 「ブラックパンサー」 2 8  2  

第 3 回 1 月 10 日 「ブラッククランズマン」 ※とよなかシネコンの一環 3 9  5  

第 4 回 2 月 7 日 「ゲットアウト」 ※とよなかシネコンの一環 5 0  5  

  合 計 13 8  17  

 

３．持続可能な地域づくり事業  

◆市民ゼミナール・メディア・リテラシ―  

日  時 
  

 2 0 2 1 年 3 月 7 日（日） 
 

場  所 
 

  とよなか国際交流センター 
 

参加者数 
 

  7 人（うち外国人 1 人） 
 

テ ー マ 
 

  メディアリテラシー講座 ～こどもとメディア～ 
 

講  師 
 

  田島知之さん（京都府立大学非常勤講師）、登丸あすかさん（文京学院大学助教） 
 

ワークショップ内容 

 

  ・ 子どものメディア環境を考える 

  ・ メディアリテラシーとは 

  ・ メディアは「現実」を構成する 
 

 

①参加者同士の「対話の文化」を作ること、②参加者一人ひとりが持つ価値観や社会の見方がメディアを通して

どのように形成されてきたかを知り、メディア社会を主体的に生きる視点を獲得すること、③マイノリティ市民の視

点で考える力を獲得することで「多様な人々が尊重される地域づくり」の推進を目指している。 

本年度は初めてメディアリテラシーの講座に参加する人にも参加しやすいような構成で開催したが、参加者の

中には実際に初めて参加する人もいた。内容について、同じ映像を見ながら感じたことを共有し合い、アイスブレ

イクすることから始め、参加者にも親しみやすいアニメの分析を行ったが、講座が進むにつれ、活発な議論が行わ

れた。今回は新型コロナウイルスの感染が拡大していることを踏まえ、オンラインで実施したが、映像分析が初めて

の人も多い中、参加者同士の意見交流が活発に行われた。 
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（２）持続可能な開発のための教育（ESD）・防災・地域貢献 
 

国連が提唱し、2 0 0 5 年から始まった「持続可能な開発のための教育（ESD）の 10 年」を受け、2 0 0 5 年 2 月に

キックオフをした ESD とよなかは、豊中市と市民活動中間支援団体（6 団体）が事務局会議を行い、緩やかにつな

がりながら 10 年間活動を行ってきた。その活動内容を踏まえ、ESD とよなか連絡会議をスタートさせ、現在も関

係団体で協働して継続的に活動を行っている。 

今年は各構成団体のコロナ禍での取組状況の共有のほか、ESD とよなか連絡会議の進め方について意見交換

を行った。 

 

◆201９年度 ESD とよなか連絡会議 

 
 

◆南部日本語 

豊中市南部地域で増加している外国人の日本語学習をサポートするため、テキストを用いた活動を庄内

公民館とオンライン会議システム（Zoom）で実施した。当初は庄内公民館で対面のみで実施する予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染拡大を受け、オンラインでの活動も行うこととした。 

 

＜指導実績＞ 

オンライン   

指導者 実施曜日 実施時間 参加者のべ人数（うち外国人） のべ実施回数 

日本語交流活動 

ボランティア 
木曜日 19：0 0～2 0：0 0  4 2 6 人 （3 45 人） 14 回 

 

対面   

指導者 実施曜日 実施時間 参加者のべ人数（うち外国人） のべ実施回数 

日本語交流活動 

ボランティア 

土曜日 

※最終日のみ日曜実施 
13 ：00～15：0 0  14 9 人 （10 5 人） 15 回 

 

◆EPA 介護福祉士候補者のための日本語サポート事業 

外国人が介護の担い手として増加する中、候補者が日本で安心して仕事・生活ができるよう、受入れ施設であ

る地域の介護保険事業者と協働し、介護福祉士候補生の国家試験合格を目指すほか、業務上の日本語習得をは

じめ日本語検定試験（N 3 ）及び国家試験対策を行う。指導者は協会の日本語指導者有志で構成された EPA ST

（EPA  Support Toyonak a）。事業者と連携して介護分野での持続可能な支援・協働の在り方を模索するモデ

ル事業として位置付けている（20 17 年度より実施）。今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で 2 回のみの

実施になった。 
 

＜指導実績＞    ※対象者は 10 人、指導者は基本的に 1 回 1 人（指導登録者 4 人） 

指導者 実施曜日 実施時間 参加者のべ人数（うち指導者） のべ実施回数 

EPA ST メンバー 金 16 ：0 0～18：00   10 人 （6 人） 2 回 

 

◆国際理解教育などの講師の派遣など   

全部で２４件、４４人（１３か国）を派遣した。内容も生活や文化、言葉の紹介のほか、豊中市の多文化共生に関す

る取組や制度の現状、外国人の状況など多様であり、対象も学校やこども園、市役所職員や一般向けセミナーな

実施日 
参加者数 

（うち外国人） 
開催場所 構成団体＆機関名 

 

5 月 2 3 日 

6 月 14 日 

7 月 2 8 日 
 

 

11（0） 

10 （0） 

11（0） 
 

 

とよなか国際交流センター 

とよなか国際交流センター 

とよなか国際交流センター 
 

 

N PO 法人とよなか市民環境会議アジェンダ 2 1、一般財団法人と

よなか人権文化まちづくり協会、一般財団法人とよなか男女共同

参画推進財団、公益財団法人とよなか国際交流協会、社会福祉法

人豊中市社会福祉協議会、N PO 法人とよなか ESD ネットワー

ク、豊中市［環境政策課、市民協働部千里地域連携センター、人権

政策課、社会教育課］ 
 

合 計 ３２（0）   
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ど幅広く対応した。また、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、オンライン(Zoom )による対応もあった。 
 

 
実施日 派遣先、内容 

講師 

（ルーツを記載） 
人数 

1 ６月２３日 大阪大学人間科学研究科・オンライン（生涯教育学 授業） 日本（職員） 1 

2  ７月１１日 東海日本語ネットワーク・オンライン（日本語ボランティア研修） 日本（職員） 1 

3  ８月６、７日 豊中市立第四中学校（豊中市教職員２年目研修） 日本（職員） 1 

4  ９月～通年 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） 台湾 1 

5  ９月３０日 大阪府立阿倍野高校（教職員人権研修） フィリピン 1 

6  １０月２１日 大阪女学院大学（人権教育講座） アメリカ（職員） 1 

7  １０月２２日 クレオ大阪中央（日本語教室のこれから～多文化共生に向けて～） 日本（職員） 1 

8  １１月１０日 大阪府立豊中支援学校（国際交流と異文化体験） フィリピン 1 

9  １１月１４日 ドーンセンター（外国人介護スタッフの受け入れと支援） 日本（職員） １ 

10  １１月１４日 とよなか人権まちづくり協会（人権文化まちづくり講座） アメリカ、フィリピン（職員） ２ 

11 １１月１９日 大阪府立池田高等学校（人権 HR（多文化共生講演）） 

ペルー、韓国、ベトナム、

台湾、中国、エクアドル、

ベラルーシ、インドネシア、

ネパール 

9  

12  １２月１日 大阪府立豊中支援学校（国際交流と異文化体験） フィリピン 1 

13  １２月３日 豊中市立第五中学校（国際理解教育） 
エクアドル、ベラルーシ、

ベトナム、ネパール 
４ 

14  １２月８日 大阪府立豊中支援学校（国際交流と異文化体験） フィリピン 1 

１５ １月１２日 大阪府立豊中支援学校（国際交流と異文化体験） フィリピン １ 

1６ １月１８日 関西大学外国語学部（外国人市民へのインタビュー） 韓国、ネパール ２ 

１７ １月１９日 大阪府立豊中支援学校（国際交流と異文化体験） フィリピン 1 

１８ １月２１日 横浜市国際交流協会・オンライン（学習支援者向け研修） 日本（職員） 1 

１９ １月２６日 豊中市立第九中学校（国際理解教育） 

台湾、ネパール、韓国、ペ

ルー、タイ、インドネシア、

中国、韓国 

８ 

２０ ２月８日 豊中市立野田小学校（国際理解教育（中国）） 中国 1 

２１ ２月１６日 大阪府立豊中支援学校（国際交流と異文化体験） フィリピン 1 

２２ ２月１６日 大阪教育大学付属天王寺小学校・オンライン（4 年生 社会科） アメリカ（職員） 1 

2 3  ３月３日 
( 独)国際協力機構 関西センター・オンライン（JICA  関西「地域の多文化

共生」勉強会） 

日本（職員） 
1 

2 4  ３月２１日 名古屋国際センター（外国人高齢社問題に対する理解啓発シンポジウム） フィリピン 1 

   合 計 ４４ 

 

◆その他  

●幸せの黄色いレシートキャンペーン 

イオングループが行っているもので、毎月 11 日の買い物時に発行される黄色いレシートを客が地域の応援し

たい団体の投函 BOX へ入れると、買い上げ金額合計の 1％が希望する品物で寄贈される。「ダイエー曽根店」

にて参加している。 

 

 

 

期間 金額 贈呈品 

2 0 2 0 年 上期・下期（2 0 2 0 .４～20 2 1.２） \ 15 ,184  オートディスペンサー、消毒ジェル、バスタオル他 
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４．持続可能な人づくり事業  

（１）ボランティア研修事業 
 

◆2020 年日本語ボランティア養成講座 
 

各曜日のにほんご活動事業にボランティアとして参加を希望する人を対象に、連続講座形式でボランティア養成

講座を実施した。本講座は、日本語ボランティアを始める際に必要な基礎的な知識や考え方、外国人住民がおか

れた現状などについて知ることを目的としている。例年、参加者が互いに学び合うことのできるようにワークショッ

プ形式や対話形式を取り入れて実施しているが、今年はオンラインで実施したため、ワークショップまではできな

かったものの参加者が意見や感想を言う機会を積極的に設け、一方的な講義にならないようにした。なお、本講座

は現役の日本語ボランティアにとっての研修も兼ねており、年 1 回の学びの機会として周知している。 

2 0 20 年度について、ボランティア希望者は 28 人だった。 
 

 
◆千里にほんご 日本語ボランティア養成講座 

 「千里にほんご」は、市北東部に居住していて、とよなか国際交流センターへのアクセスが困難な人を対象に実

施している日本語交流活動である。設立から豊中市千里地域連携センターとの共催で実施しており、新規ボランテ

ィアの募集及びボランティア養成講座についても、豊中市千里地域連携センターと共同で実施している。昨年度新

型コロナウイルス感染症の影響で延期になっていた講座の最終回 1 回を実施した。今年度の講座については新型

コロナウイルス感染拡大を受け、千里にほんごの活動自体が実施とお休みを繰り返しており、養成講座の受講後

すぐに活動に参加できるかどうかが不明であったため、実施を見送った。 
 
 ＜2019 年度 募集ボランティア向け＞ 

  ※ 新型コロナウイルスの感染拡大により、20 19 年度の養成講座が途中で中断したため、続きを 2 0 2 0 年度に実施したもの。 

 

◆哲学カフェ in とよなか国際交流センター 

 「哲学カフェ」を実施しているカフェフィロとともに、参加者みんなで問い、意見を出し合う場づくりとして「哲学カ

フェ in とよなか国際交流センター」を行った。新型コロナウイルスの感染拡大の中、多様な形でのコミュニケーショ

ンが広がっていることを受け、テーマは「会うってどういうこと？」とした。 
 

 
実施日 テーマ 進行役 

参加者数 

（うち外国人） 

第 1 回 
2 月 13 日 

10：3 0～12：15  

哲学カフェ in とよなか国際交流センター～オンライン編～ 

テーマ：会うってどういうこと？ 

川崎唯史さん 

（カフェフィロ） 
4 （1） 

   合 計 4 （1） 

 
 

 実施日 テーマ 講 師 参加者数 

第 1 回 ３月１１日 
身近な外国人にまつわる現状と課題 

～とよなか国際交流協会の取り組み～ 
黒島トーマス友基（とよなか国際交流協会） 2 8 人 

第 2 回 ３月１８日 
ちがいある人たちとの共生 

～その視点と課題を考える～ 
郭辰雄さん（コリア N GO センター） 2 8 人 

第 3 回 ３月２５日 
多文化共生を築くために私たちにできること 

～実態を直視して行動しよう～ 
Do Van  Tuan さん（在仙台ベトナム人協会） 6 5 人 

第 4 回 ４月１日 
日本語交流活動 

～ボランティア活動を通して～ 

山野上隆史（とよなか国際交流協会） 

日本語ボランティア 
3 1 人 

    合 計 15 2 人 

 実施日 テーマ 講 師 参加者数 

第 2 回 8 月 6 日 

とよなか国際交流協会の取組み～地域におけ

る外国人支援を考える 
 

千里地域連携センターの取組み～市民協働

による賑わい創出と地域課題解決について 
 

黒島トーマス友基（とよなか国際交流協会） 

 
 

田中直之（千里地域連携センター長） 

2 人 

    合 計 2 人 
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◆まるわかりセミナー 

広く市民に対して多文化共生について知ってもらうための講座を開催した。2 0 2 0 年度は新型コロナウイルス

感染拡大を受け、オンラインで実施した。 
 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 

１０月 3 0 日 

 

聴いてなっトク！まるわかりセミナー  

多文化共生編 
 

山野上隆史 

（とよなか国際交流協会事務局長） 
15 (3 )  

  合 計 15 (3 )  

 
 

５．子ども国際事業 
 

（１）おまつり地球一周クラブ 
 

地域に暮らす外国人が講師となり、国際理解講座や遊び等の体験を通じて国際感覚を持った子どもたちを育成

し、豊かな地域社会を構築することを目的として実施した。また、外国人講師にとっては持っている力を発揮する機

会になった。今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、時間を短縮して開催した。さらに、講師と打ち合わ

せを重ねて、密を避けながら安心して楽しめるプログラムを企画・実施した。 

 

 
 

 

（２）韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい 
 

韓国・朝鮮につながりのある子どもたちが、毎月第 3 土曜日に集まり、民族講師（ソンセンニム）から、民族の文

化や遊びを学び通して、自尊感情を培うとともに、友だち（チング）とのつながりを深める場を設けた。市内小中学

校の先生方による「韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい」実行委員会が中心となり、「つどい」の運営を進めてい

る。場所はとよなか国際交流センター。 

民族講師（ソンセンニム）：金 生遵、朴 家英、任 秀珉、金 仁淑、高 美和の 5 名 
 

  
日程 内  容 

参加者数 

（うち外国人） 

先生（うち外国人※ソ

ンセンニム含む） 

― ５月３０日  実行委員会ミーティング ―   1０（３） 

第 1 回 ８月２２日  開講式・自己紹介・ハングル名札づくり 7 （7）  2 7（6） 

第 2 回 ９月１９日  チュソクについて ７（７）  ２５（６） 

第 3 回 １０月１７日  ハングルのなりたち、工作 ３（３）  ２１（４） 

第 4 回 １２月１９日 年賀状作り、つながり遊び ５（５）  1８（６） 

― １月１６日 実行委員会ミーティング ― ８（３） 

第 5 回 ３月１３日 閉校式 ６（６） 1９（５） 

  

 

 合 計 ２８（２８） １２８（３３） 

総合計 １５６ （６１） 

※ 緊急事態宣言の発令により例年通りの活動はできなかった（4 、５、６、１、２月）。7 月は大雨による警報発令のため中止となった。 

 

◆ハギハッキョ（夏期学校） 
 

日程 名前 場所 参加者 

10 月 3 1 日 中学生のハギハッキョ 中止 － 

11 月 2 1 日 第 41 回 ハギハッキョ とよなか国際交流センター １７ 

   合 計 １７ 

※ 中学生のハギハッキョは新型コロナ感染症の影響で中止となった。 

 
実施日 テーマ 

参加者数 （人） 

計 うち子ども うち外国人 

第 1 回 12 月 2 6 日 韓国編 チョアチョアコリア 10  4  ２ 

第 2 回 3 月 2 7 日   ネパールをしろう １３ ７ ４ 

 合 計 ２３ １１ ６ 
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１．おとなサポート事業 
 

（１）相談サービス 
 

 生活相談・外国人女性専用電話相談 
 相談件数（臨時通訳除く）  計 ： 1，8 4 8 件    毎週月～土曜日 11：00～16：00 

 相 談 員  吉嶋かおり（金）、ラボルテ雅樹（木）、職員（月・火・土） 

 コーディネーター ジャ・チン（木・金・土） 

 多言語スタッフ  中国語 ジャ（木・金・土） 

  韓国・朝鮮語 ジェイ（木・金・土） 

  フィリピノ語・英語 マリア（木・金・土） 

  タイ語 ティビ（金） 

  ベトナム語 トゥエット（木・金） 

  スペイン語 テレサ（木・金） 

  インドネシア語／英語 ザーラ（木・金） 

 ネパール語 バティ（木・金） 

 臨 時 通 訳 臨時通訳件数：3 2 件 

 ※ 上記以外の多言語スタッフ以外に、電話通訳登録者などに随時通訳を依頼。 

 

◆相談体制 

2 0 20 年度は、法務省「外国人受入環境整備交付金」による多文化共生総合相談ワンストップセンターを受託し、

相談員の増員、多言語スタッフの対応曜日を追加するなどして、体制強化を行いました。 

 

◆相談件数 

 2 0 2 0 年度の相談件数は1,8 4 8 件。今年度から相談日を増設したことにより、相談件数は大幅増となった（前年

度 9 5 2 件）。 

年度当初の新型コロナウイルスによる緊急事態宣言時に、来館や面談をできる限り避けるため、リモート対応を

導入したが、宣言解除後も、相談者の希望や状況に応じて、リモートやＳＮＳにより相談対応を行った。また近年は、

来談経緯が口コミからＳＮＳに代わり、ＳＮＳによって当協会や支援を知り、アクセスしてきた相談が、社会情勢とも

相まって、今年度は顕著に増加している。 

 相談全体の中で、新型コロナウイルスに関わる相談は 5 2 5 件（2 8 .4 ％）。その半数はネパール、フィリピン国籍

で占めた。相談全体の内訳を在留資格別にみると、永住者・配偶者・定住者が計 3 7 .1％、家族滞在が 18 .5 ％、技

能実習と留学が計 2 0 .3 ％。永住者・配偶者・定住者の半数はフィリピン国籍（5 2 .8 ％）で、支援施策の手続きに関

する相談が多く、活動に基づく在留資格の半数はネパール国籍（54 .7 ％）で、飲食業を営むネパールとその家族、

留学生の、生活困窮と求職の相談が多かった。 

 

 ●相談者の内訳について 

▽相談者の居住地：例年と傾向は変わらない 

豊中市 4 9 .2％、大阪府下全域（豊中市含む）約 8 5％、兵庫県約 4％。このほか、中部、関東、九州、東

北・北海道など日本国内各地からの相談のほか、海外からの相談もあった。 

 

▽相談者の国籍：ネパールの増加が顕著 

フィリピン 2 5 .9 ％、中国 18 .5 ％、ネパール16 .6 ％、韓国、ベトナム、タイがそれぞれ約 5 ％。ネパールの

相談の増加が顕著である（前年度約 10％）。 

日本国籍だがルーツが日本以外を持つ人が 6 1 件。日本国籍で使用言語が日本語以外の相談は 3 6 件。

外国籍だが日本語で相談を行ったのは 37 8 件。4 4 か国から相談があった。 

 

▽相談者の在留資格：家族滞在がさらに増加 

身分又は地位による在留資格計 43 .9％：配偶者 19 .6 ％、定住者 12 .4 ％、永住者 11.9％ 

活動に基づく在留資格：家族滞在 18 .8％、その他 

 

Ⅱ．周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり事業 
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＜相談内容と件数＞  

※ 1 件の相談が複数のテーマにまたがることがあるため、内容別件数全体は相談件数全体より大きくなる。 

大項目 
内容別件数 

（前年度比） 

割合

（%） 

前年度 

件数 
小項目 ＜カッコ内は全件に占める割合（%）＞ 

夫婦関係 3 0 7（13 4 % ） 10 .8  2 2 9  
結婚（0 .4）、離婚（2 .6）、親権・養育費（0 .4）、DV（1.7 ）、不和・不満（2 .5）、無断

離婚（2 .9）、夫婦その他（0 .2） 

手続き 3 2 7（19 6 % ） 11.5  16 7  
在留資格など（5 .1）、家族呼び寄せ（2 .2）、養子（0 .1）、日本国籍取得・帰化

（2 .1）、その他（2 .1） 

生活 6 8 4（※） 2 4 .0   
健保・年金（2 .6）、税金（1.9）、その他行政手続（8 .2）、交通（0 .4）、生活困窮

（8 .1）、防災・災害（0 .1）、通訳翻訳（0 .9）、生活その他（1.8） 

医療保健 15 8 (184 % ） 5 .5  8 6  メンタルヘルス(1.3 )、医療(2 .0 )、母子保健(1.2 )、その他（1.1） 

人間関係 13 9 （156 % ） 4 .9  8 9  友人（0 .9）、地域（0 .4）、職場（0 .4）、家庭（2 .5）、その他（0 .7） 

労働 3 10 （2 0 8 % ） 10 .9  14 9  
求職（5 .2）、給料未払（0 .2）、失業・退職（1.0）、労災（0 .2）、就労定着上の問題

(0 .9 )、その他（3 .4） 

子ども 2 8 0 ( 14 4 % )  9 .8  19 5  子育て（1.2）、保育所・幼稚園（0 .7 ）、学校（5 .4）、その他（2 .4） 

日常生活 5 6 8 (※)  19 .9   住居（2 .9）、金銭問題（1.5）、日常生活（5 .2）、日本語学習（6 .9）、その他（3 .4） 

その他 7 6 （2 19 % ） 2 .7  3 2  人権侵害（0 .2）、その他（2 .5） 

※ 「生活」「日常生活」は前年度まで「生活」として分類・集計していたが、出入国在留管理庁の要請に基づき変更した 

 

◆機関連携 

他機関からの問い合わせ、他機関で受けた相談案件への支援、当協会で受けた相談案件に対する他機関から

の協力など、他機関との連携による相談は 2 3 7 件（12 .8 ％）だった。機関連携で多いのは、法的対応にかかる弁

護士との連携、経済的困窮者（生活保護受給者含む）の家庭や生活上等の問題、就労支援、労働問題、ＤＶ被害者

への対応、子どもの学校生活における問題等であった。 

豊中市 
人権政策課、保健センター、子ども家庭相談室、教育委員会、幼稚園、小・中学校、福祉事務所、地域

就労支援センター（くらし支援課）、地域包括支援センター、他 

豊中市以外の自

治体・学校 

福祉事務所・生活支援部局、ＤＶ担当、保健センター、府・他市教育委員会、公立学校、他 

公的支援機関 社会福祉協議会、母子福祉支援施設、公営住宅、他市国際交流センター 

その他支援機関 在住外国人支援団体、人権擁護団体 

その他 弁護士、病院、警察、企業・事業所、協会事業ボランティア、議員 

 
◆スタッフ研修（内部・外部） 

相談事業スタッフの研修を行い、相談員としての基本的な知識・スキルを学び、資質向上を図った。 
 

実施日 テーマ・講 師 等 参加者数（うち外国人） 

8 月 1 日 
グループスーパービジョン 

講師：山中京子さん（コラボレーション実践研究所長） 
19 （9） 

8 月 2 2 日 
コロナ禍におけるフィリピン人移住者の課題についての意見交換会 

Com m ission  on  Fi l ip in o Overseas(CFO)  
1( 1)  

9 月 2 5 日 
多言語スタッフのための相談対応研修 

講師：吉嶋かおり（臨床心理士） 
 10（8） 

11 月 13 日 
多言語スタッフのための相談対応研修 

講師：吉嶋かおり（臨床心理士） 
9（7） 

1 月 8 日 
グループスーパービジョン 

講師：山中京子さん（コラボレーション実践研究所長） 
2 1（9） 

  合計 6 0 （3 4） 

 
 

 

 



28 
 

◆外国人のための多言語セミナー／一日相談会／交流事業 

相談事業に寄せられる相談から課題を抽出し、その内容を取り上げるセミナーを実施し、広く情報提供を図った。

また、課題対応として、市役所等と協働で一日相談会を開催したほか、外国人同士が交流できる機会を創出した。 
 

実施日 
テーマ 参加者数 

（うち外国人） 講 師 

8 月 27 日 
ネパール人向け住宅確保給付金説明会 

6（6） 
相談員（ラボルテ雅樹） 

11 月 5 日 
スペイン語母語話者との交流会 

11（11） 
（スペイン語多言語スタッフが運営） 

11 月 26 日 

12 月 6 日 

3 月 7 日 

コロナなんでも相談会／くらしを守る総合相談会 
4 5（3 9） 

（豊中市包括支援プロジェクトチームとの共催） 

12 月 2 6 日    

2 月 2 7 日 

韓国人交流会 
2 1（2 1） 

（韓国語多言語スタッフが運営）  

3 月 12 日 
中国人交流会 

2 1（2 1） 
（中国語多言語スタッフが運営） 

  合 計 10 4 （9 8） 
 

◆同行支援 

機関連携により相談対応を行う際、必要に応じてスタッフが同行サポートを行う。 
 

同行先 回数 同行先 回数 

  母子福祉支援施設 6    法務局 1 

  裁判所 2  年金事務所 1 

  法律事務所 4    豊中市関係施設 6  

  大阪府教育庁 8    その他 2  

  府立高校 4    

  合 計 3 4 回 

◆地域連携 
 

実施日 内 容 

8 月 2 0 日 児童養護施設訪問、子どもとの交流会 

8 月 2 0 日 しごとづくりセンター豊中訪問 

10 月 2 0 日  すてっぷ相談室との意見交換会（コロナ禍における外国人労働者の課題について） 

11 月 12 日 伊丹ワーカーズコープ訪問 

多言語翻訳の依頼 （豊中市）子育て支援センターほっぺ、千里保健センター 

 
◆リコン・アラート（協議離婚問題研究会）の運営 

協議離婚制度の手続きの簡便さを背景に、日本人配偶者である夫から勝手に離婚届を出されるという相談ケー

スが続いたことを踏まえ、関西の外国人支援団体、法学者、弁護士と共に「協議離婚問題研究会（リコン・アラート）」

というネットワークを立ち上げ（20 14 年度）、調査や啓発活動を行っている（当協会が代表事務所）。 

2 0 17 年度に研究会のウェブサイトおよびフェイスブックページ（12 言語）を立ち上げ、同年に作成した啓発動画

＆パンフレットを掲載しているが、今年度も引き続き、周知広報活動を行った。また、2 月には大阪弁護士会と共に

一日離婚電話相談会を開催した。 
 

 

実施日 内 容 参加者 

2 月 13 日（土）10 時半～16 時半 外国人のための一日離婚電話相談会（相談件数 23 件） 2 1( 10 )  

 合 計 2 1（10） 
 

  ［リコン・アラート構成メンバー］ 

二宮周平さん（立命館大学）、大谷美紀子さん（弁護士、外国人ローヤリングネットワーク代表）、芝池俊輝さん（弁護士、外国人

ローヤリングネットワーク事務局長）、木村雄二さん（外国人労働者とその家族の権利を守る関西ネットワーク RIN K ）、村西優季

さん（N GO 神戸外国人救援ネット）、いくの学園、京都 YW CA ・A PT、アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪）、公

益財団法人箕面市国際交流協会、カトリック大阪大司教区社会活動センターシナピス、公益財団法人大阪府国際交流財団

（OFIX ）                              U RL：h ttp ://a toms9 .w ix site .com /r ik on-a lert 

http://atoms9.wixsite.com/rikon-alert
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◆DV 啓発コーナーの設置運営 

センター内に DV 相談の周知のために情報コーナーを設置し、多言語（9 言語）で情報提供している。 

 
◆「日本語支援グループ・むすびめ」との協働事業 ＜日本語能力検定試験サポート＞ 

 2 0 0 9 年度～2 0 10 年度文化庁委託事業「多文化共生社会の基盤をつくるための“むすびめ”を生み出す日本

語コーディネーター研修(むすびめ事業)」で研修を受けたボランティアが中心となり、2 011 年度に「日本語支援グ

ループ・むすびめ」が結成され、月曜日のにほんご活動事業「もっともっとつかえるにほんご」の立ち上げ・初期の運

営及び外国人への具体的な仕事や資格につながる支援事業(主に日本語を切り口とした）を協会と共催してきた。 

 今年度も 2 0 11 年から引き続き、就労のための資格取得サポートの一環として、日本語能力検定試験に向けた

個別サポートを行った。毎週火曜日の開催とし、試験日の 3 か月前から実施した。 

 
登録学習者数 1 人（ボランティアは 3 人） 

サポートのべ回数  13 回 

サポートのべ時間数 2 6 時間 

内容  日本語検定試験のためのボランティアによる個別指導（のべ 12 人） 

         実施日 

9 月 1 日、8 日、15 日、2 2 日、2 9 日 

10 月  6 日、13 日、2 0 日、27 日、 

11 月  3 日、10 日、17 日、2 4 日 

 

＜協会／むすびめ連絡会＞ 

「日本語支援グル―プ・むすびめ」と協会が実施する共催事業や資格・就労のための日本語学習の打合せなど、

情報共有を定期的に実施した。 
 

 
（２）コミュニティ活動 
 

◆フィリピン人中高年の居場所づくり「Filipino Young at Heart’s Club(FYAHC)」 

2 0 17 年度の大阪コミュニティ財団助成事業「外国人高齢者のための居場所づくり調査事業」の調査結果を踏

まえ、2 0 18 年度から、今後急速に高齢化を迎えるであろうフィリピン人向けの居場所づくりを試行的に実施して

いる（頻度は毎月 1 回日曜日、コーディネーターはラモス・マリコ、平松マリアの 2 名）。10 月 4 日の「日本とフィリ

ピンの結婚・離婚制度についてのセミナー」については、センターでの対面での参加だけでなく、Zoom による参

加、facebook での live 配信を並行して行うなど、多くのチャンネルを設け、より多く人が参加できるようにした。 

 
 

実施日 内容 参加人数（うち外国人） 

9 月 2 7 日 ズンバの練習 11（11） 

10 月 4 日 日本とフィリピンの結婚・離婚制度についてのセミナー 26 （2 5） 

11 月 1 日 ズンバの練習 11（11） 

11 月 5 日 ズンバの練習 4 （4） 

11 月 2 2 日 フィリピン民族ダンスの練習 1（1） 

11 月 2 9 日 ズンバの練習 1（1） 

 2 月 7 日 盆ダンス 5 （5） 

 3 月 3 日 盆ダンス 5 （5） 

  合 計    6 4 （6 3） 

 

 

 

 

参加者数 4 人 

実 施 日 9 月 3 日 
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（３）防災事業 
 

2 0 16 年度に締結した「災害時多言語支援センター設置に関する協定書」（豊中市）に基づき、2 0 2 0 年 2 月 3

日に災害時多言語支援センターを設置し、引き続き、多言語情報発信及び相談業務に当たった。また、台風等の情

報に関しても適宜提供するなどし、外国人が地域で安全に過ごせるように取り組んだ。 

また、外国人を対象とした防災セミナーを開催したほか、大阪府や大阪府国際交流財団が主催する会議や研修

などに参加、協力を行った。 

 
◆四国際交流協会の連携について 

当協会では大阪府内の国際交流協会とネットワークを作り、情報交換や事業面での連携を進めてきたが、災

害発生時に関して言えば、近隣のネットワークはお互いに被災している可能性がある。また、通信機器やオンラ

イン環境の発展により、多言語での情報提供や翻訳作業などは遠方であっても相互に協力できるようになって

きていることを踏まえ、遠方の国際交流協会との関係づくりを始めた。仙台市国際観光協会、むさしの国際交流

協会、北九州市国際交流協会及び当協会でテーマを決め、情報交換や意見交換を行い、いざというときに助け

合える関係づくりを進めている。 
 

・情報交換会の実施 

 

２．子どもサポート事業 
 

（１）多文化子ども保育 “にこにこ” 
 

地域に暮らす就学前の外国人の子どもたちが、読み聞かせや自由遊びなどの保育を通して、多様な子どもやお

となと接し、コミュニケーションを取ることで社会生活に慣れるための場づくりを行っている。保護者にとっては子

どもと離れて日本語交流活動へ参加したり、自分の時間を持てる場になっている。また、保育の専門知識を持つボ

ランティアに子育て相談をしたり、幼稚園・保育所のことなど地域の情報を得ることができる場にもなっている。 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止をうけ、活動の中止をしなければならない期間が長くなってしまった。

また、再開に向けて、ボランティアと職員がミーティングを重ねたものの、なかなか思うような活動を実施すること

ができず残念だった。 
 

実施曜日 時間 回数 
ボランティア 

登録者数 

のべ参加者数（うち外国人） 

のべボランティア参加者数 

木曜日 13 ：3 0～15：2 0  １７回 2  
子ども ２２（２２） 

ボランティア ３１ 

金曜日 10 ：3 0～12：0 0  ５回 ３ 
子ども ５（５） 

ボランティア １０ 

   
合 計 

子ども ２７（２７） 

   ボランティア ４１ 

実施日 内 容 場 所 
参加者数 

（うち外国人） 

７月２０日 近畿管区行政評価局によるヒアリング とよなか国際交流センター 5 （0） 

１０月２０日 大阪府防災ネットワーク会議に参加＆事例報告 マイドーム大阪 2 5 ( 3 )  

１１月２７日 近畿クレアの研修に協力 マイドーム大阪 3 5 ( 5 )  

２月１０日 エトレ豊中防災訓練 エトレ豊中 4 5 ( 3 )  

２月２６日 外国人のための防災セミナー とよなか国際交流センター 3 0 （2 7） 

３月２３日 災害時多言語支援センター連絡会議（主催：大阪府国際交流財団） Zoom  10 (8 )  

 合 計 15 0 （4 6） 

実施日 
参加者数 

（うち外国人） 
開催場所 内容 

 

7 月 2 1 日 
8 月 18 日 
10 月 9 日 
11 月 6 日 
12 月 18 日 
2 月 16 日 

 

 

4（0） 
11（1） 
10 （2） 
9（2） 
10 （2） 
１２（1） 

Zoom  

 

近況報告 
災害・防災 
日本語教育 
相談① 
相談② 
福島県沖の地震対応について 

合 計 5 6 （8）   
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◆豊中市子ども読書活動連絡会 

「豊中市子ども読書活動推進計画」が「こどもすこやか育みプラン・とよなか～豊中市子育ち・子育て行動計画～」

の中に組み入れられ、「子ども読書活動連絡会」が立ち上がって以降、協会では、毎年「おやこでにほんご」のボラ

ンティアと職員が「障害のある子どもや外国人の子ども」の読書環境を整備するワーキンググループへ参加し、事

業実施の協力を行ってきた。これにより、読書活動において「外国人の視点」が地域課題の一つとして認識されるよ

うになり、図書館との連携という意味でも大きな成果があった。 

この動きを受け、協会内でも推進計画を具体的に進めていくために、「外国語絵本コーナー」の設置と８言語によ

る「センター図書案内」を作成し、外国人の子どもが参加する全ての事業で、活動の中に読書推進の取り組みを盛

り込むことに努めている。センター内の図書コーナーには、外国語絵本コーナーもあり、事業横断的な外国人親子

の読書推進活動を行っている。また継続して市立図書館にある外国語図書の蔵書を定期的にセンターに巡回配架

する取り組みを行っており、センター利用者が多言語図書にアクセスしやすい環境が作れている。 

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、第 1 回は書面での開催となった。 
 
ｑ 

 

 
 

 

 

◆公民協働子育て支援イベント ～ みんなあつまれわくわくランドへの出展 

市が年に一度開催する子育てイベント。例年、市南部および北部で開催されるイベントに当協会で参加している

が、2 0 2 0 年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催されなかった。 

 

 

（２）子ども母語教室 

 

外国にルーツを持つ子どもが母語や文化を学ぶことを通じて仲間と出会う場づくりを目的に母語教室を月に 2

回開催した。母語のスタッフはルーツを持つ大学生で、子どもにとってピア（同じ経験をした仲間）サポーターであ

ると同時に、ロールモデルとしての役割を果たした。これまで母語教室では中国語、スペイン語、タイ語、ポルトガル

語の四言語の教室を開催していたが、昨年度に引き続き、担い手不足によりポルトガル語、タイ語が休講となって

いる。さらに今年度は年度途中にスペイン語スタッフが引退をしたため、スペイン語教室も休講状態となってしまっ

ている。中国語教室の子どもの参加は定着しているものの、それ以外の言語に関しては子どもの参加も減少傾向

にある。新型コロナウイルス感染症が拡大して以降は子どもの参加を見合わせている保護者もいることから、今後

はオンラインも含め、安心安全に参加できる活動の運営について検討していきたい。 

 

  ＜定例＞  

実施曜日 時期 時間 回数 参加者数（うち外国人） 

 第 2、4 日曜 
2 0 20 年 9 月 3 0 日 

～2 02 1 年 3 月 2 8 日 
 10 :0 0 ～12 :0 0  14 回 

子ども４1（４1）、ボランティア４1（４1） 

合計 ： ８2 人（８2 人） 

 

 ＜クラス別＞ 

クラス 年間活動回数 参加者数  （人） 合計 

中国語 14 回    子ども 4 1    ボランティア 40  8 1 

スペイン語 １回    子ども ０    ボランティア 1 1 

 ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、計 10 回が活動休止となった。 合 計 8 2  

  

 

 

 

 

 

実施日 内容 場所 

6 月 第 1 回子ども読書活動連絡会 書面開催 

11 月 第 2 回子ども読書活動連絡会 岡町図書館 
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（３）学習支援・サンプレイス 

 

 外国にルーツを持つ子どもを対象に、大学生・大学院生ボランティアによる日本語・学習支援を通した居場所づく

りを行った。ボランティアの中には外国にルーツを持つ大学生も数名おり、それにより子どもの抱える悩みやニー

ズへより細やかで柔軟な対応が可能となった。昨年に引き続き今年度も新しいボランティアが増え、また、その中に

は外国にルーツを持ち当協会の事業に参加していた“元子ども”や外国にルーツを持つ若者もおり、子どもたちに

とってより安心・安全な居場所を提供することができた。 

 今年度は新型コロナウイルス感染症防止のため、昨年度の 2 月から 6 月まで活動休止状態が続いていた。その

間、気になる子どもへ電話連絡するなどアプローチを続け、Zoom  によるボランティアミーティングを実施するなど

再開に向けて動いた。7 月から活動が再開し、実施回数が前年と比べて減り、また、例年のようなイベントを開催す

ることが出来なかったものの、参加する子どもたちの数、ボランティアの数ともに昨年に比べると増加した。子ども

については感染症対策のため、様々な学外活動やイベントが中止になり、参加できる活動が他にあまりなかったこ

とに加え、多言語相談サービスの拡充をうけ、保護者への活動の周知や子どもの参加を促すなど事業間の連携に

よる効果が大きかったと考えられる。 また、この 1 年で新しいボランティアが増えたことを受け、今年度はボランテ

ィア研修の回数を増やし、より充実した内容で実施した。 

 

 

＜定例＞ 

実施日 時期 時間帯 回数 参加者数(うち外国人) 

第一以外の日曜 ７月 12 日～３月２８日 13 ：0 0～15：0 0  3 0  
子ども 15 9 （15 9） 

ボランティア 2 17 （7 1） 

    合  計 3 7 6 （2 3 0） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、計 10 回が中止となった。 

 

＜その他イベント＞ 

実施日 内  容 参加者数（うち外国人） 合計（うち外国人） 

8 月 18 日 サンプレ・インテンシブ① 子ども１（１）、ボランティア３（１） ４（２） 

8 月 2 0 日 サンプレ・インテンシブ② 子ども１（１）、ボランティア４（1） ５（２） 

 合 計 9 （４） 

 

・ボランティア研修の実施 

実施日 内  容 講師 参加者数（うち外国人） 

9 月１３日 子ども事業の歴史と子どもの課題 担当職員 7 人（2 人） 

9 月 20 日 当事者の経験から学ぶ① 外国にルーツを持つ職員① 8 人（2 人） 

9 月 27 日 
当事者の経験から学ぶ② 

当事者として支援にあたること 

外国にルーツを持つ職員② 
8 人（3 人） 

10 月 11 日 
外国にルーツを持つ元・子どもとして活動にか

かわること① 

子ども事業コーディネーター 
14 人（4 人） 

11 月 15 日 
外国にルーツを持つ元・子どもとして活動にか

かわること② 

子ども母語スタッフ 
7 人（2 人） 

3 月 28 日 非当事者として活動にかかわること サンプレイスボランティア 7 人（3 人） 

合   計 5 1 人（16 人） 
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＜その他＞ 

 

◆関係機関等との連携    

実施日 内  容 場  所 参加職員数 

6 月 16 日 第 3 回豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 教育センター     １ 

7 月 1 日 豊中市こども施策推進本部連絡会議実務担当者説明会 豊中市役所     1 

9 月 4 日 第 4 回豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター     1 

10 月 9 日 第 5 回豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター     1 

 合 計 11 

 

 

書面開催となったもの 

第 1 回豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 

こども施策推進本部連絡会議 実務担当者会議子どもの居場所づくり部会 

豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 
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１．小学校外国語体験活動事業（豊中市教育委員会受託事業）                        

豊中市が総合計画で推進している「共に生きる平和な社会の実現を図る」ために、豊中市市民公益活動条例に
基づいて豊中市教育委員会と協働で実施している「豊中市立小学校外国語体験活動」提案公募型事業に選定さ
れ、受託した。地域に暮らす外国人（ボランティア）が学校と協働し、地域に根差した社会参加を展開していく可能
性を模索することを目指した。 

＜事業内容＞ 

 全豊中市立小学校の 3 年生から 6 年生を対象に、国際理解教育の一環として外国語に触れ親しむ体験活動を
実施した。その上で、次の 3 点を柱に据えた「共に学び、創造する心豊かなまちづくり」を推進した。 

  ①教職員や子どもに地域に暮らす異なる言語、価値観、文化を持つ人との豊かな「であい」を提供した。 

  ②その「であい」から、もっと知りたい、つながりたいという動機が芽生え、相互理解を促すためのコミュニケー
ション能力が双方向に向上するよう取り組んだ。 

  ③学校に在籍する外国にルーツを持つ・外国籍の子どもたちの自尊感情が育まれ、マイノリティの子どものエン
パワメントになること、と同時にサポーター自身のエンパワメントにもつながる取組をした。 

＜実施体制＞ 

 ＜ボランティア：3 8 人（16 か国・地域）、コーディネーター５人＞ 

今年度実施した小学校外国語体験活動の授業の言語数は１６言語にのぼった。小学校外国語体験活動の中で

英語の授業を希望された学校では、英語を第 1、第 2 言語又は生活・学習言語としてきたボランティアが中心とな

って授業を行った。内容についても英語やその他の言語の言語学習だけにとどまらず、それぞれのルーツの国の

文化紹介を織り交ぜた形で授業を進めた。ボランティアの国籍や年齢、職業、在留資格、来日経緯、滞日歴、日本

語の程度は様々であった。 

今年度も外国語体験活動に参加していた外国人ボランティア及び相談サービスの多言語スタッフがコーディネ

ーターとなったことで、ボランティアの課題や悩みにきめ細やかな対応や、相談サービスとの連携を図ることができ

た。新型コロナウイルス感染拡大防止のための休校の影響もあり、今年度の活動は 9 月から開始した。昨年度に

比べると活動総時間数は 7 割強程度にとどまったが、選択された「英語以外の外国語」の授業数は 20 19 年度と

比較して大きく減ることはなかった。 

また、今年度の授業では新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮して、例年のように大きな声で発話をしたり歌

を歌ったり、あるいは大きな動きを伴うアクティビティ等を控えることも考えられたため、新たに「教材作成チーム」

を結成した。レッスン内容に困った外国人ボランティアにアドバイスできるようなアイデア等をまとめるために月に１

回程ミーティングを行った。 

 

＜実施実績＞    

ボランティア数 ３８人 

ボランティア活動総時間数 8 2 4 時間 

体験した子どもの数（延べ） 約２６,３0 0 人 

ボランティア国籍数 

１６か国・地域 
  

 内訳  中国、韓国、フィリピン、ネパール、タイ、エクアドル、フランス、ベトナム、 

台湾、ベラルーシ、インドネシア、ペルー、ロシア、ブラジル、エジプト、トルコ  

Ⅲ．学校とつながってつくる豊かな未来事業 
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２．国際教育推進事業  

◆豊中市国際教育推進協議会 

文部科学省は20 0 5 年 8 月に「初等中等教育における国際教育推進検討委員会」報告書をまとめた。国際関係

や異文化を単に理解するのではなく主体的に行動するための態度や能力の基礎を育成する「国際教育」の必要性

を唱え、「国際教育推進プラン」を実施する地域を指定した。豊中市もその一つとして、2 00 8 年度までの3 か年の

事業に取り組んだ。それを引き継ぐ型で推進プロジェクト協議会を作り、豊中市でユネスコスクールを設立、韓国

の教員との交流などを行った。2 010 年度より「豊中市国際教育推進協議会」を立ち上げた。同協議会は 2 0 19 年

度に協議会から連絡会となり、11 月 2 4 日に対面で開催され、３月には書面で開催された。 

  
 ≪豊中市国際教育推進連絡会の開催について≫ 

   ・ 連絡会の開催 2 回 

      第 1 回 11 月 24 日  … 各機関・団体の取組に関する情報交換及び意見交換 

      第 2 回 3 月 … 各機関・団体の取組に関する情報交換 ※書面開催 

 
 
◆帰国渡日児童生徒学校生活サポート事業・豊能ブロック協議会 

帰国渡日児童生徒学校生活サポート事業・豊能ブロック協議会が毎年とよなか国際交流センターで開催してい

る多言語による進路相談会は、今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため会場をとよなか国際交流センター

と箕面市立第三中学校とに分散して開催した。また、例年は参加対象を小学校高学年から中学 3 年生までとして

いたところ、感染症対策のため中学 3 年生のみを対象としての開催となった。 

 

  ＜豊能ブロック協議会構成団体＞  計 2 3 団体 

大阪府教育庁 大阪府在日外国人教育研究協議会 

池田市教育委員会 大阪府立学校在日外国人教育研究協議会 

豊中市教育委員会 池田市在日外国人教育研究協議会 

箕面市教育委員会 豊中市在日外国人教育推進協議会 

能勢町教育委員会 箕面市在日外国人教育研究会 

豊能町教育委員会 能勢町在日外国人教育研究協議会 

豊能地区進路保障協議会 豊能町在日外国人教育研究協議会 

池田市進路保障協議会 豊能地区人権教育研究協議会 

豊中市進路保障協議会 （公財）とよなか国際交流協会 

箕面市進路保障協議会 （公財）箕面市国際交流協会 

豊能郡進路保障協議会 池田市国際交流センター 

豊能地区在日外国人教育研究協議会  

 

豊能ブロック協議会への参加 

実施日 内  容 場  所 
参加 

職員数 

7 月 10 日 
2 02 0 年度帰国渡日児童生徒学校生活サポート事業 

 第 1 回豊能ブロック協議会 

とよなか国際交流センター 
1 

8 月 18 日  第 2 回豊能ブロック協議会 とよなか国際交流センター 1 

9 月 15 日 臨時豊能ブロック協議会 とよなか国際交流センター 1 

10 月 13 日  第 3 回豊能ブロック協議会 とよなか国際交流センター 1 

12 月 15 日  第 4 回豊能ブロック協議会 とよなか国際交流センター 1 
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   ＜豊能ブロック 「多言語による進路ガイダンス」＞ 

実施日時 

2 019 年 11 月 7 日（土） 13：00 ～16：00   

   13 ：0 0～13：4 5  進路説明会 

   1３：４５～14：3 0  高校紹介動画の紹介& 質問タイム  

場   所 とよなか国際交流センター、箕面市立第三中学校 

参加者数 

５０人 

   内訳 
 

児童生徒 7 人／保護者 6 人／通訳者 5 人（3 言語）  

関係者 3 2 人 

 

 

◆多文化フェスティバル 

国際教育の推進を図るため、多文化フェスティバル（帰国児童生徒、在日コリアン児童生徒・渡日外国人児童生

徒など、国際に関わる子どもやその保護者、また国際教育に関心のある先生が、一堂に集い、つながり、交流を深

める機会）を例年開催し、2 02 0 年度で 1６回目を迎えた（20 19 年度より国際教育推進協議会が国際教育推進連

絡会となり、豊中市教育委員会後援で開催）。 

今年度は新型コロナウイルス感染症防止の観点より、これまでのように一般参加を広く呼び掛けるものとはせ

ず、豊中市教育委員会が実施している外国にルーツを持つ子どもの関連事業ならびに当協会の主催の外国にル

ーツを持つ子どもの事業関係者と参加対象者を絞って開催した。事前にそれぞれの活動で活動紹介のＶＴＲを撮

影し、それを 1 本の映像作品にまとめ、多文化フェスティバル当日に上映し参加者全員で観覧した。多文化フェス

ティバル当日は活動紹介映像の上映に加え、自己紹介ワークショップ（手作り名刺交換）、民族遊びのコーナーを

設け、子ども同士がつながり、交流する場づくりを行った。 

 

参加団体 

豊中市教育委員会学校教育課人権教育係、豊中市在日外国人教育推進連絡会、とよなか国際

交流協会、豊中市こども日本語教室、国際教室（豊中市立桜井谷小学校、豊中市立熊野田小学

校、豊中市立高川小学校）、韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい、子ども母語教室、学習支援

「サンプレイス」、ＫＵＲＯＫＡＭＩ  

開 催 日 12 月１３日（日） 10 時 3 0 分～1２時 0 0 分  

場    所 とよなか国際交流センター 

参加人数 約 5 0 人（うち子ども 2 2 人）  

 

 

３．多文化子どもエンパワメント事業  
 

（１）学習日本語「こんぱす」 

 

2 0 10 年度に始まった「とよなか子ども日本語教室」から日本語指導者グループ「とよなか JSL」が生まれ、

2 0 12 年度より、とよなか国際交流協会・とよなか JSL・行政の三者協働事業「とよなかこども日本語教室を拠点と

した学習に必要な日本語力・生活力の保障とそのシステム作りのための事業（「こどもにほんごプロジェクト」）」が

3 か年計画として始まった。2 0 17 年度をもって日本語教室の運営を取りやめることになったが、2 0 19 年度に教

案集を出版したことを記念したシンポジウムを開催したことを契機に、新たな子どもの日本語教室となる学習日本

語「こんぱす」を立ち上げることになった（運営主体：とよなか JSL 協力：とよなか国際交流協会）。 

2 0 20 年 4 月より新規参加者を募集し教室を開始する予定であったが、緊急事態宣言およびとよなか国際交

流センターの休館を受け、6 月からの実施となった。12 月からは毎週火曜日に教育相談を実施し、日本語につい

て気になる子どもの保護者、教員や子ども等から相談を受け入れ、必要に応じて「こんぱす」の通級につなげたり、

学校や自宅での支援についてのアドバイスを行った。 

加えて、12 月末からは若者支援事業と連携して、学齢超過の若者の日本語サポートをによる高校進学支援を

行った。 

 

＜定例＞ 

実施日 時間帯 回数 参加者数(うち外国人) 

毎週火曜・金曜 17 ：0 0～19：0 0  7 2 回 
子ども 2 4 0 （２４０） 

ボランティア 5 6 2 （0） 

   合  計 8 0 2 （２４０） 
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＜教育相談＞ 

実施日 時間帯 件数 参加者数(うち外国人) 

毎週火曜 16 ：0 0～19：0 0  8 件 
相談者 14 （１２） 

ボランティア 16 （０） 

   合  計 3 0 （１２） 

 

（２）若者支援 （独立行政法人福祉医療機構【令和元年度社会福祉振興助成事業】） 

外国にルーツを持つ人の中でも、これまで対象事業の少なかった「若者世代」に対して、2 013 年度より様々な

講座や活動を行ってきた。20 13 年度から 2 0 15 年度までの 3 年間、多様な活動を展開したが、その活動の成果

と課題を踏まえ、2 016 度からは「わかもののたまりば」と「わかもの相談」、日本語学習支援と若者が地域イベント

に参加したりする内容を中心にして活動を行ってきている。 

２０２０年度は、昨年度に引き続き、独立行政法人福祉医療機構の助成金を得て、①外国にルーツを持つ若者の

実態調査、②スキルアップ研修、③外国にルーツを持つ若者の居場所事業、④地域で作るライフプランニングのた

めの日本語の 4 つの柱立てで事業を実施した。①では、外国にルーツを持つ若者の中でも特にネパール人の若

者にターゲットを絞り調査を行った。具体的には市内のインド・ネパール料理店や夜間中学校を訪問し、インタビュ

ー調査を実施し、調査内容を報告論文としてまとめた。②スキルアップ研修では、事業にかかわる職員およびスタ

ッフを対象に定期的なスーパービジョンの実施加え、グループワーク研修を実施した。③の外国にルーツを持つ若

者の居場所事業では外国にルーツを持つ若者のコーディネーターならびに相談員を配置し、外国にルーツを持つ

若者が安心していられる居場所づくりを行いながら、その中で就労や家族関係、友人関係等の若者が抱える課題

や悩みごとを相談できるよう体制を整えた。④地域で作るライフプランニングのための日本語では、高校進学を希

望する来日間もない外国にルーツを持つ若者のための日本語サポートを、とよなか JSL が運営主体の協力のも

と行った。 

 

① 外国にルーツを持つ若者の実態調査 

 地域で潜在化している外国にルーツを持つ若者の実態調査を行い、若者の課題やニーズを明らかにする。当協

会事業や他機関が実施する支援につなげるだけでなく、地域課題として可視化することを目的に、とりわけ在日ネ

パール人の若者に着目して調査を行った。調査は、ネパール地域研究（人類学）を行う若手研究者に加え、ネパー

ル人の若者当事者に通訳ならびに調査補助としての協力のもと、豊中市内のインド・ネパール料理店で働くネパー

ル人の若者ならびに保護者を対象としたインタビューを中心に進め、報告論文にまとめた。 

実施日 内  容 場所 参加者数（うち外国人） 

10 月 15 日 事前研修① とよなか国際交流センター ５（３） 

10 月 2 2 日 インタビュー調査① 市内インド・ネパール料理店 ４（２） 

10 月 3 0 日 インタビュー調査② とよなか国際交流センター ４（２） 

11 月６日 事前研修② とよなか国際交流センター ５（３） 

11 月 13 日 インタビュー調査③ とよなか国際交流センター ４（３） 

12 月 18 日 インタビュー調査④ 市内インド・ネパール料理店 ４（３） 

12 月 2 5 日 インタビュー調査⑤ 市内インド・ネパール料理店 ３（２） 

12 月 2 5 日 
インタビュー協力依頼& 若者支援

事業の紹介 
豊中市立第四中学校夜間学級 ２（１） 

1 月 8 日 インタビュー調査⑥ 市内インド・ネパール料理店 ３（2） 

1 月１４日 調査内容検討会① とよなか国際交流センター ４（３） 

1 月 15 日 調査内容検討会② とよなか国際交流センター ４（２） 

2 月 1 日 インタビュー調査⑦ 市内インド・ネパール料理店 ５（２） 

2 月 1 日 インタビュー調査⑧ とよなか国際交流センター ３（２） 

2 月１５日 インタビュー調査⑨ とよなか国際交流センター ７（５） 

2 月 19 日 調査内容検討会③ とよなか国際交流センター ３（２） 

2 月 2 2 日 調査内容検討会④ とよなか国際交流センター ４（２） 

3 月 4 日 調査内容検討会⑤ とよなか国際交流センター ３（２） 

  合 計 6 7 （4 1） 
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② スタッフ研修 

研修１ ： スーパービジョン 

 

研修２ ： グループワーク研修 

 

③ 外国にルーツを持つ若者の居場所事業 

外国にルーツを持つ若者の居場所事業「若者のたまりば」において、料理や対話の活動を通じて日本語を使った

交流や社会体験活動等を行った。活動に当たっては安心・安全が保障された場で、同じ外国にルーツを持つ仲間

（ピア）と出会い、相互に交流できるような場づくりを行った。活動の中に相談員を配置することで、居場所の中で

出てきた悩みや課題、問題をよりキャッチできるような体制を整えた。新型コロナウイルス感染症拡大対策のため

4 、5 月は Zoom  による活動を実施し、6 月より通常の活動へシフトさせた。また、とよなか国際交流センターにな

かなか来ることができない外国にルーツを持つ若者の自宅近くまで訪問する「出張たまりば」も試みた。社会体験

活動としては、天神橋筋商店街にあるフィリピン食材店へのフィールドワークを実施した。 

また、ネパール人の若者の参加者が増加している状況を鑑みて、新型コロナウイルス感染症対策を徹底しなが

ら、ネパール人の子ども・若者交流会ならびにネパールのお祭り「ダサイン」を小規模ながら開催した。 

 

＜若者のたまりば＞ 

実施日／期間 20 2 0 年 4 月 1 日～2 02 0 年 3 月 3 1 日 毎週日曜日 17 時～2 0 時 

対       象 外国にルーツを持つ若者 

場       所 とよなか国際交流センター 

回       数 39 回（※うち３回はオンラインで開催） 

内        容 若者が集まり、料理やレジンクラフト等を通じた場所作りを行った。 

参 加 者 数 
若者 １２６人 （うち外国人 12 6 人） 

講師 6 9 人 （うち外国人 2 9 人） 

 

＜その他イベント＞ 

実施日 内  容 場所 
参加者数 

（うち外国人） 

６月２２日 出張たまりば 外国にルーツを持つ若者の自宅付近 ５（３） 

8 月 2 3 日 ネパールの子ども・若者交流会 とよなか国際交流センター １９（１３） 

11 月 1 日 ダサイン とよなか国際交流センター 2 0 （１８） 

11 月 2 2 日 フィールドワーク＠天神橋商店街 天神橋筋商店街 7 （５） 

合   計 5 1（3 9） 

実施日／期間 2 0 ２０年 4 月 1 日～2 0 2 0 年 3 月 3 1 日 

対       象 若者の事業に関わるコーディネーター、協会職員 

場       所 とよなか国際交流センター 

回       数 １２回 （※うち 2 回は Zoom  で実施） 

スーパーバイザー 吉嶋かおり（臨床心理士、とよなか国際交流協会多言語相談サービス相談員） 

参 加 者 数 
参加者 のべ 24  人 （うち外国人 12 人） 

講師  のべ 12 人 

実 施 日 ①9 月 11 日、 ②9 月 18 日、 ③9 月 25 日 （ 計 3 回）  

対   象 若者の事業に関わるコ ーディ ネータ ー、 協会職員 

場   所 と よなか国際交流センタ ー 

講    師 山中京子コラボレーショ ン実践研究所 所長 ( 大阪府立大学名誉教授)  

参加者数 
参加者 のべ 9 人 （ う ち外国人 3 人）  

講師  のべ 3 人 
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④ 地域で作るライフプランニングのための日本語 

地域に暮らす外国人の若者の中でも、進学・就労などを希望する外国にルーツを持つ若者が、自身で将来を切

り開くことが出来るように日本語サポート（教科学習含む）を、とよなかJSL の協力のもと行った。また、高校進学に

関する相談対応については、多言語相談サービスと連携しながら、情報提供や同行支援など必要な支援を行った。 

 

＜日本語サポート＞ 

実施日／期間 2 0 2 0 年 4 月 1 日～20 2 １年 3 月 3 1 日  毎週火曜日・金曜日 1６時～1９時 

対    象 高校進学または就労を目指す外国にルーツを持つ若者 

場    所 とよなか国際交流センター 

回    数 ２３回 

参 加 者 数 
若者  のべ ３８人 （うち外国人３８人） 

講師  のべ 6 9 人 

 

 

＜同行支援＞ 

実施日 内  容 場所 
参加者数 

（うち外国人） 

12 月 16 日 府立高校入学者選抜試験にかかる事前相談① 大阪府教育庁 ４（３） 

1 月 2 2 日 府立高校入学者選抜試験にかかる事前相談② 大阪府教育庁 ４（３） 

合  計 ８（６） 

 

＜その他＞ 

実施日 内  容 場所 
参加者数 

(うち外国人) 

６月１６日 豊中市若者自立支援計画実務担当者会議 生活情報センタ ーく らし かん ２０（０） 

2 月 12 日～2 月 2 8 日 「居場所フェスタ 2 02 0  in とよなか」 オンラインによる開催 １（０） 

3 月 2 3 日 桜塚高校定時制 訪問 大阪府立桜塚高校定時制訪問 ２（０） 

合  計 ２３（０） 

 

（３）てーげーコミュニケーションズ（多文化エンパワメント・メディアプロジェクト） 

2 0 16 年度、それまでの多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェクト「てーげー部」の活動を、色々な活動

のニッチな部分に入り込んだ映像制作やメディア活動を行う集まり「てーげーコミュニケーションズ」として再編成

し、それ以来、継続して活動を行っている。参加するボランティアスタッフが全員多忙につき、新たな活動を展開す

ることはできなかったが、昨年度に引き続きこれまで作成した DVD を他団体の視察受け入れ時やイベントにおい

て広報・宣伝し、販売促進を行った。昨年に引き続き実質的な活動を行うことが出来なかったものの、DVD の購入

および外部団体による作品上映会の実施があった。今後の活動の方向性について再検討しつつ、引き続き単発の

イベントなど参加できるものには積極的に参加していきたい。 

 

＜20２０年度 DVD 販売実績＞ 

DVD タイトル 販売数（枚） 

「ナニジン？－トモダチ作戦」 ４ 

「ぼくと沖縄とみんな」 ４ 

合 計 8 枚 
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＜作品上映会＞  

実施日 内  容 場所 
参加者数 

（うち外国人） 

3 月 17 日 
サロンミ ニシアタ ー「 ナニジン？－ト モダチ作

戦」 および「 ぼく と 沖縄と みんな」 上映会 
豊中市市民活動情報サロン ６ （ １ ）  

  合計 ６ （ １ ）  

※ 市民活動情報サロン主催、 と よなか国際交流協会協力（ 運営受託団体： と よなか ESDネッ ト ワーク ）  

 
 

（４）ネットワーク事業への参加 
 

①子どもの夢応援ネットワーク 
 

外国にルーツがあるなど、マイノリティ性をもつ子ども・若者の支援に関わっている団体、個人で作られたネット

ワーク。2 0 17 年 7 月から活動を開始しており、定期的な情報交換、シンポジウムなどを実施している。 

シンポジウム等については、文部科学省の外国人児童・生徒への教育の担当官を招いたシンポジウム（11 月 2 2

日）や外国にルーツを持つ若者による発信と参加者間の交流（7 月 2 0 日）、若者支援の実践に取り組む現場から

の発信と参加者間による交流など、現場レベルと政策レベルの両方を視野に入れた取組となった。また、大阪市教

育委員会からは市教育委員会主催のシンポジウムの企画及び講師を受けるなど、関係機関とのつながりも広がっ

た。 

 
［定期的な情報交換］ 

  実施日 4 月 2 日、6 月 11 日、7 月 9 日、8 月 6 日、9 月 3 日、10 月 1 日、11 月 12 日、12 月 17 日、1 月 14 日 

 
［シンポジウム］ 

実施日 参加者数 開催場所 開催内容 

10 月2 9 日 

11 月 2 2 日 

 

11 月 2 6 日 

3 月 14 日  

 

3 8 （5） 

35 （10） 

 

7 （1） 

13 0 （2 0） 

大阪市立中央図書館 

とよなか国際交流センター 

 

大阪若者サポートステーション 

Com m caf e（箕面市多文化共

生センター） 

大阪市教委研修会の企画及び講師 

シンポジウム「外国につながる子どもたちの教育支援をすす

めよう」 

視察 

シンポジウム「ともにいきるシンポ Part4  外国につながる若

者支援を実践・実績から学ぶ」 

 

②外国人の子ども白書 
 

2 0 17 年 4 月、「外国人の子ども白書」が出版されたことを受け、実行委員会形式で 2 0 17 年 6 月にシンポジウ

ム「大阪発：外国にルーツを持つ子どもたちの現状と課題 権利・貧困・教育・文化・国籍と共生の視点から」を実施

した（事務局：とよなか国際交流協会）。その後、大阪版の外国人の子ども白書の作成に向けて、検討を行っている。

なお、2 0２０年度については検討及び作業を進めることができなかった。改めて仕切り直しを行いたい。 
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◆とよなか国際交流センター貸室業務 

  国際交流目的利用の市民や一般利用者に対して公平・公正、安全に貸室業務を行った。 
 

年間貸室利用者数 2 6 ,6 7 2 人 前年度比 2 7 ,3 19 人 減 

全利用者のうち外国人の利用者数 13 ,19 6 人 前年度比 10 ,13 6 人 減 

年間貸室件数 3 ,6 75 件 前年度比 1,9 08 件 減 

国際交流目的での貸室件数 1,10 0 件 全貸室における比率 3 0   ％ 

◆受託事業 とよなか国際交流センター指定管理業務（豊中市からの受託）の施設貸出業務について 

① 20 2 0 年度(2 0 2 0 年 4 月～2 0 2 1 年 3 月)  月別･部屋別  使用件数･使用率 
（4/1（水）～5 /18（月）の間、新型コロナウイルス感染拡大による貸出業務の停止） 

 
 

① 2 0 20 年度(2 0 2 0 年 4 月～2 02 1 年 3 月)  月別･部屋別  使用件数･使用率 （単位 上段：件、下段：％） 

（4/1（水）～5 /18（月）の間、新型コロナウイルス感染拡大による貸出業務の停止）

 

合計 うち外国人

4月 0 0 0 0

5月 11 0 0 0

6月 26 288 1,744 808

7月 26 358 2,248 994

8月 27 430 2,274 1,279

9月 25 350 2,625 1,194

10月 27 458 3,384 1,548

11月 26 424 3,733 1,906

12月 24 339 2,640 1,372

1月 24 345 2,480 1,189

2月 24 310 2,187 1,102

3月 26 373 3,357 1,804

合計 266 3,675 26,672 13,196

人数
件数開館日数　

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

会議室１ 件　 　数 0 0 24 29 33 27 30 31 29 25 25 29 282

使 用 率 0.0% 0.0% 30.8% 37.2% 40.7% 36.0% 37.0% 39.7% 40.3% 34.7% 34.7% 37.2% 35.3%

会議室２Ａ 件　 　数 0 0 21 30 29 26 37 34 27 25 19 30 278

使 用 率 0.0% 0.0% 26.9% 38.5% 35.8% 34.7% 45.7% 43.6% 37.5% 34.7% 26.4% 38.5% 34.8%

会議室２Ｂ 件　 　数 0 0 21 33 34 30 44 42 34 28 22 35 323

使 用 率 0.0% 0.0% 26.9% 42.3% 42.0% 40.0% 54.3% 53.8% 47.2% 38.9% 30.6% 44.9% 40.5%

会議室２Ｃ 件　 　数 0 0 24 35 33 37 47 38 30 33 18 40 335

使 用 率 0.0% 0.0% 30.8% 44.9% 40.7% 49.3% 58.0% 48.7% 41.7% 45.8% 25.0% 51.3% 42.0%

会議室３ 件　 　数 0 0 41 44 47 43 50 46 35 34 39 39 418

使 用 率 0.0% 0.0% 52.6% 56.4% 58.0% 57.3% 61.7% 59.0% 48.6% 47.2% 54.2% 50.0% 52.4%

会議室４ 件　 　数 0 0 46 58 58 59 68 59 49 48 51 54 550

使 用 率 0.0% 0.0% 59.0% 74.4% 71.6% 78.7% 84.0% 75.6% 68.1% 66.7% 70.8% 69.2% 68.9%

会議室５ 件　 　数 0 0 28 43 36 30 41 43 40 41 36 41 379

使 用 率 0.0% 0.0% 35.9% 55.1% 44.4% 40.0% 50.6% 55.1% 55.6% 56.9% 50.0% 52.6% 47.5%

料理室 件　 　数 0 0 38 26 37 27 47 43 38 37 32 41 366

使 用 率 0.0% 0.0% 48.7% 33.3% 45.7% 36.0% 58.0% 55.1% 52.8% 51.4% 44.4% 52.6% 45.9%

音康ルーム 件　 　数 0 0 16 22 35 25 40 35 23 18 18 26 258

使 用 率 0.0% 0.0% 20.5% 28.2% 43.2% 33.3% 49.4% 44.9% 31.9% 25.0% 25.0% 33.3% 32.3%

和　室 件　 　数 0 0 13 17 28 15 17 17 17 14 13 15 166

使 用 率 0.0% 0.0% 16.7% 21.8% 34.6% 20.0% 21.0% 21.8% 23.6% 19.4% 18.1% 19.2% 20.8%

プレイルーム１ 件　 　数 0 0 5 5 20 10 16 15 10 12 14 12 119

使 用 率 0.0% 0.0% 6.4% 6.4% 24.7% 13.3% 19.8% 19.2% 13.9% 16.7% 19.4% 15.4% 14.9%

プレイルーム２Ａ 件　 　数 0 0 6 8 21 12 12 12 4 15 12 7 109

使 用 率 0.0% 0.0% 7.7% 10.3% 25.9% 16.0% 14.8% 15.4% 5.6% 20.8% 16.7% 9.0% 13.7%

プレイルーム２Ｂ 件　 　数 0 0 5 8 19 9 9 9 3 15 11 4 92

使 用 率 0.0% 0.0% 6.4% 42.3% 23.5% 40.0% 11.1% 53.8% 4.2% 38.9% 15.3% 44.9% 11.5%

0 0 288 358 430 350 458 424 339 345 310 373 3675

0 11 26 26 27 25 27 26 24 24 24 26 266

0.0% 0.0% 28.4% 35.3% 40.8% 35.9% 43.5% 41.8% 36.2% 36.9% 33.1% 36.8% 35.4%

総件数

開館日数

使用率

Ⅳ．施設管理受託事業 
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② 2 0 20 年度(2 0 2 0 年 4 月～2 02 1 年 3 月)  国際交流目的 月別･部屋別 会議室使用件数・使用率 
（4/1（水）～5 /18（月）の間、新型コロナウイルス感染拡大による貸出業務の停止） （単位 上段：件、下段：％） 

 
③ 使用料の収入の状況：とよなか国際交流センター使用料 

（令和 2 年(2 02 0 年)４月～令和 3 年(2 0 2 1 年)3 月納付分）   計 １，１８６，３３０ 円 

2020 年度（2020 年 4 月～2021 年 3 月）安全管理の状況 

  ①窓の開閉 
②パーテーション の

開閉事故 

③電球取り替え時の

事故 
④その他の事故 

事故があった場合の日時・

状況・内容等 

4 月 無し 無し 無し 無し   

5 月 無し 無し 無し 無し   

6 月 無し 無し 無し 無し   

7 月 無し 無し 無し 無し   

8 月 無し 無し 無し 無し   

9 月 無し 無し 無し 無し   

10 月 無し 無し 無し 無し   

11 月 無し 無し 無し 無し   

12 月 無し 無し 無し 無し   

1 月 無し 無し 無し 無し   

2 月 無し 無し 無し 無し   

3 月 無し 無し 無し 無し   

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

会議室１ 件　 　数 0 0 24 29 31 25 30 27 27 21 19 27 260

使 用 率 0.0% 0.0% 30.8% 37.2% 38.3% 33.3% 37.0% 34.6% 37.5% 29.2% 26.4% 34.6% 32.6%

会議室２Ａ 件　 　数 0 0 19 28 27 24 32 30 24 20 15 26 245

使 用 率 0.0% 0.0% 24.4% 35.9% 33.3% 32.0% 39.5% 38.5% 33.3% 27.8% 20.8% 33.3% 30.7%

会議室２Ｂ 件　 　数 0 0 21 33 32 27 39 34 27 23 19 30 285

使 用 率 0.0% 0.0% 26.9% 42.3% 39.5% 36.0% 48.1% 43.6% 37.5% 31.9% 26.4% 38.5% 35.7%

会議室２Ｃ 件　 　数 0 0 21 32 31 35 40 33 25 25 16 34 292

使 用 率 0.0% 0.0% 26.9% 41.0% 38.3% 46.7% 49.4% 42.3% 34.7% 34.7% 22.2% 43.6% 36.6%

会議室３ 件　 　数 0 0 40 44 46 40 49 44 34 33 33 35 398

使 用 率 0.0% 0.0% 51.3% 56.4% 56.8% 53.3% 60.5% 56.4% 47.2% 45.8% 45.8% 44.9% 49.9%

会議室４ 件　 　数 0 0 46 57 58 59 67 59 49 48 50 54 547

使 用 率 0.0% 0.0% 59.0% 73.1% 71.6% 78.7% 82.7% 75.6% 68.1% 66.7% 69.4% 69.2% 68.5%

会議室５ 件　 　数 0 0 28 43 36 30 40 41 36 40 30 39 363

使 用 率 0.0% 0.0% 35.9% 55.1% 44.4% 40.0% 49.4% 52.6% 50.0% 55.6% 41.7% 50.0% 45.5%

料理室 件　 　数 0 0 38 24 35 26 42 40 37 36 32 39 349

使 用 率 0.0% 0.0% 48.7% 30.8% 43.2% 34.7% 51.9% 51.3% 51.4% 50.0% 44.4% 50.0% 43.7%

音健ルーム 件　 　数 0 0 9 14 27 16 27 23 13 10 9 18 166

使 用 率 0.0% 0.0% 11.5% 17.9% 33.3% 21.3% 33.3% 29.5% 18.1% 13.9% 12.5% 23.1% 20.8%

和室 件　 　数 0 0 13 16 28 15 17 17 15 14 13 15 163

使 用 率 0.0% 0.0% 16.7% 20.5% 34.6% 20.0% 21.0% 21.8% 20.8% 19.4% 18.1% 19.2% 20.4%

プレイルーム１ 件　 　数 0 0 4 4 20 9 14 11 8 9 10 11 100

使 用 率 0.0% 0.0% 5.1% 5.1% 24.7% 12.0% 17.3% 14.1% 11.1% 12.5% 13.9% 14.1% 12.5%

プレイルーム２A 件　 　数 0 0 5 5 15 4 3 2 0 0 0 5 39

使 用 率 0.0% 0.0% 6.4% 6.4% 18.5% 5.3% 3.7% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 6.4% 4.9%

プレイルーム２B 件　 　数 0 0 5 6 15 4 3 2 0 1 0 3 39

使 用 率 0.0% 0.0% 6.4% 7.7% 18.5% 5.3% 3.7% 2.6% 0.0% 1.4% 0.0% 3.8% 4.9%

0 0 273 335 401 314 403 363 295 280 246 336 3246

0 11 26 26 27 25 27 26 24 24 24 26 266

0.0% 0.0% 26.9% 33.0% 38.1% 32.2% 38.3% 35.8% 31.5% 29.9% 26.3% 33.1% 31.3%

総件数

開館日数

使用率
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◆視察受け入れ等 
 

  日時 受け入れ 人数  

1 10 月 16 日 大阪府立福井高等学校 2 5  

2  10 月 16 日 大阪大学 15  

3  12 月 8 日 国際厚生事業団 2  

4  1 月 8 日 関西大学外国語学部 1 

 合 計 4 3 人 

 

◆ATOMS ふりかえり会（事業評価会） 

 市民参加型の事業評価会を 3 月 17 日に開催し、ボランティアや職員が今年度の成果や課題について発表した

（参加者 59 人）。新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン会議システム（ZOOM ）にて開催した。 

 
◆館内ワールドクイズ 

 施設壁面活用の一環として、館内髄所に各国の文化に関するクイズ問題を掲示。事務所で回答用紙を受け取っ

てクイズラリー形式で回答を全て集めると、オリジナルポストカードを 1 枚プレゼントする企画として常設している。 

 

◆子ども服のリサイクルコーナー 

 地域における子育て支援の一環として、事務所前に子ども服・用品のリサイクルコーナーを常時設置している。

不要になった子ども服を持参して自ら陳列してもらい、必要な人は無料で持ち帰ることができるコーナーとして、

一般市民、施設利用者から好評を得ている。 

 
◆その他会議等の参加・協力 
 

 豊中市関係会議(26 団体)  

 その他（18 団体）（順不同） 

大阪大学大学院臨床哲学研究科 国際交流協会ネットワーク会議おおさか 大阪府自治体国際化推進連絡会議 

豊中青年会議所 豊中市民生委員・児童委員協議会（四地区） 大阪府行政相談窓口ネットワーク会議 

大阪大学未来戦略機構 豊中まつり実行委員会 世界人権宣言豊中連絡会議 

関西子どもの権利条約フォーラム実行委員会 全国在日外国人教育研究協議会(全外教) 

大阪大会（2015 年）実行委員会 

大阪弁護士会 

「ひと・まち・であい 夏まつり」実行委員会 大阪府人権協会 国際交流の会とよなか（TIFA ） 

大阪府行政書士会豊能支部 近畿税理士会 大阪出入国在留管理局 

 
◆職員研修 
 

事務局職員の業務推進能力・資質の向上をはかるため、以下研修・勉強会に参加（もしくは主催）した。（協会主
催の研修会は○主 印で太字／自己啓発支援については○自 印で太字）12 回 

 

克明小学校区連絡会 大池小学校区連絡会 豊中市こども若者自立支援部会 

みんなあつまれわくわくランド実行委員会 識字・日本語豊中連絡会 地域福祉ネットワーク会議 

豊中市地域就労支援ｾﾝﾀ  ー 豊中市介護保険事業者連絡会 豊中市子ども・若者支援協議会 

豊中市国際教育推進協議会 豊中市こども施策推進本部連絡会議 豊中市こども相談支援ネットワーク会議 

豊中市家庭教育力向上会議 豊中市在日外国人教育推進担当者会議 豊中市 DV 防止ネットワーク会議 

豊中市教職員組合 豊中市人権相談機関ネットワーク会議 豊中市子ども読書活動連絡会 

豊中市保健師会 豊中市地域社会福祉活動計画推進委員会 豊中市障害者差別解消支援地域協議会 

豊中市南部地域活性化ラウンドテーブル とよなか市民環境会議 人権関係施設連絡会議 

豊中市防災会議 豊中市協働推進本部会議幹事会  

Ⅴ．その他 
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実施日 内容（主催） 

7 月 1 日 
移住連コロナ対策オンライン支援セミナー第１回出入国・在留資格申請について  

主催：移住者と連帯する全国ネットワーク 

7 月 8 日 
移住連コロナ対策オンライン支援セミナー第２回医療・社会保障について  

主催：移住者と連帯する全国ネットワーク 

7 月 11 日 
移住連コロナ対策オンライン支援セミナー第 3 回労働・技能実習について  

主催：移住者と連帯する全国ネットワーク 

7 月 17 日 製造業における特定技能外国人材受入れセミナー 主催：経済産業省 

8 月 1 日 
よりそいホットライン 在日外国人支援スキルアップセミナー『新型コロナと在日外国人の生活困窮――どのような

支援が求められているか』 主催：移住者と連帯する全国ネットワーク 

9 月 4 日  ○自 CA P おとなワークショップ 

9 月 16 日  ハラスメント研修（アトリエエム） 

9 月 2 4 日 アサーティブコミュニケーション研修 

11 月 21 日 
W EB セミナー「発達障害×外国にルーツを持つ子どもたち」 主催：国立障害者リハビリテーションセンター発達障害情

報・支援センター 

12 月 6 日 ボランティアコーディネーション力検定（日本ボランティアコーディネーター協会） 

12 月 11 日 ポストコロナ時代の多文化共生施策 主催：外国人集住都市会議 

1 月 2 7 日 外国からきた若者たちは日本でどう生きるのか？ 主催：毎日新聞社 

1 月 2 9 日 
緊急ウェビナー：緊急事態宣言下の日本における移住者支援を考える 主催：笹川平和財団、ヒューライツ大阪、ヒュー

マンライツ・ワーキンググループ 

2 月 3 日 ○主 西淀川大気汚染公害から考える人権（あおぞら財団） 

2 月 2 1 日 地域の国際化人材養成講座「多文化共生の SDGs」 主催：大阪国際交流センター 

2 月 2 3 日 第３回 IK U N O・多文化ふらっと公開セミナー 主催：N PO お婦人 IK U N O・多文化ふらっと 

2 月 2 8 日 多文化共生フォーラム 2 02 1 in  東北 主催：多文化共生マネージャー 

2 月 2 8 日  ○自 プリズンサークル映画上映会＆監督トーク（宝塚市立男女共同参画センター） 

3 月 17 日 ○主 基礎から学ぶ「やさしい日本語」（多文化共生リソースセンター東海） 

3 月 17 日 ○主 職員全体研修 2 0 2 0 年度の振り返りと、2 0 2 1 年度に向けて 

子ども・若者支援事業担当者のためのスーパービジョン（スーパーバイザー：吉嶋かおりさん（臨床心理士）） 

年間 12 回（月 1 回） 
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Ⅵ．理事会開催状況 

開催日時・場所 案  件 

第 1 回理事会 

2 0 2 0 年 

5 月 7 日（火）18 時～ 

※書面による開催 

第 1 号議案 公益財団法人とよなか国際国流協会 2 0 19 年度事業報告及び計算書類等の承認に

ついて 

第 2 号議案 役員の選任の候補者の決定について 

第 3 号議案 テレワークに関する規定について 

第 4 号議案 給与規則の変更について 

第 5 号議案 次期指定管理の応募について 

第 6 号議案 定時評議員会後の理事会の決議の目的である事項の提案について 

第 7 号議案 定時評議員会の実施について 

＜全案件について同日可決＞ 

 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 

 

第 2 回理事会 

2 0 ２０年 

５月 2 ３日（土）18 時～ 

※書面による開催 

第 1 号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 代表理事選定の件について 

第 2 号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 常務理事選定の件について 

 

第３回理事会 

2 0 ２０年 

６月１日（月）18 時～ 

※書面による開催 

第 1 号議案 健康情報等の取扱規定について 

第４回理事会 

2 0 ２０年 

１０月１７日（土）18 時～ 

※Zoom での開催 

第 1 号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 20 2 0 年度補正予算について 

第 2 号議案 給与規則の変更について 

第 2 号議案 通勤に関する規定の変更について 

 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 

第５回理事会 

2 0 ２１年 

３月６日（土）18 時～ 

※Zoom での開催 

第 1 号議案 公益財団法人とよなか国際国流協会 20 ２１年度事業計画及び予算について 

第 2 号議案 特定資産について 

第 3 号議案 就業規則の変更（職務限定短時間職員）について 

第 4 号議案 事務分掌規則・事務決裁規則の変更について 

第 5 号議案 就業規則の変更（業務における自動車の使用及び通勤に関する規定）について 

第 6 号議案 資金調達及び設備投資の見込みについて 

第 7 号議案 評議員会の招集について 

＜全案件について同日可決＞ 

 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 

 
 

Ⅶ．評議員会開催状況 

開催日時 案件 

第 1 回評議員会 

2 0 2 0 年 

5 月 2 2 日（金）18 時～ 

※書面による開催 

第 1 号議案 公益財団法人とよなか国際国流協会 2 0 19 年度事業報告及び計算書類等の承認に

ついて 

第 2 号議案 役員の選任の候補者の決定について 

第 3 号議案 テレワークに関する規定について 

第 4 号議案 給与規則の変更について 

第 5 号議案 次期指定管理の応募について 
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第 6 号議案 定時評議員会後の理事会の決議の目的である事項の提案について 

 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況確認 

 

第２回評議員会 

2 0 ２０年 

１１月６日（金）18 時～ 

※Zoom で開催 

第 1 号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 20 2 0 年度補正予算について 

第 2 号議案 給与規則の変更について 

第 3 号議案 通勤に関する規定の変更について 

 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況確認 

第 3 回評議員会 

2 0 2１年 

3 月 1２日（金）1０時～ 

※Zoom で開催 

第 1 号議案 公益財団法人とよなか国際国流協会 20 ２１年度事業計画及び予算について 

第 2 号議案 特定資産について 

第 3 号議案 就業規則の変更（職務限定短時間職員）について 

第 4 号議案 事務分掌規則・事務決裁規則の変更について 

第 5 号議案 就業規則の変更（業務における自動車の使用及び通勤に関する規定）について 

第 6 号議案 資金調達及び設備投資の見込みについて 

＜全案件について同日可決＞ 

 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 

 

 

Ⅷ．役員意見交換会開催状況 

開催日時 案件 

第 1 回役員意見交換会 

2 0 ２１年 

1 月 8 日（土）18 時～ 

※Zoom で実施 

意見交換のトピック 

（１）中長期計画策定までのスケジュール 

（２）調査研究について 

（３）理念、大事な視点、計画とかの関係について 

（４）南部展開のパターン＆必要な準備や考えないといけないこと 

（５）工事期間だからこそ、取り組むこと／取り組めること 

（６）その他 

第 2 回役員意見交換会 

2 0 2 1 年 

2 月 2 7 日（土）18 時～ 

※Zoom で実施 

 

意見交換のトピック 

（１）中長期計画策定までのスケジュール 

（２）調査研究について 

（３）理念、大事な視点、計画とかの関係について 

（４）南部展開のパターン＆必要な準備や考えないといけないこと 

（５）工事期間だからこそ、取り組むこと／取り組めること 

（６）その他 
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Ⅷ．2020 年組織体制                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事務局長 事務局次長 主任職員 正職員 契約職員 短時間職員 合計 

職員数 1 人 1 人 3 人 1 人 ４人 4 人 1４人 

 

        

【役員等名簿】                                               

役職名 名 前 役職名 名 前 

理事長 松本 康之 評議員長 園崎 寿子 

理 事 中野 義澄 （～20 20 .5 .2 7） 評議員 井関 雅子 

理 事 浦 耕太郎 （20 20 .5 .2 8～） 評議員 宋 悟 

理 事 榎井 縁 評議員 野崎 志帆 

理 事 服部 圭子 評議員 窪 誠 

理 事 徳弘 博子 評議員 村上 深雪 

理 事 大島 昭子 評議員 大家 幸子 

理 事 桒高 喜秋   

理 事 金 相 文   

常務理事 山野上隆史   

監 事 種田ゆみこ   

監 事 呉 幸 哲   

監 事 栗原 貴子   

 

山根絵美  事業主任（正職員） 
 

山本房代  事業主任（正職員） 
 

黒島トーマス友基  事業職員（正職員） 
 

大庭みゆき  事業職員（契約職員） 
 

ホアン グエン バオ チョウ  事業職員（契約職員） 
 

賈 晨 事業職員（契約職員） ※2 0 2 0 .10 .1～ 

安藤綾子  総務主任（正職員） 
 

三木幸美  総務職員（契約職員） 
 

三谷あゆ子  総務職員（短時間職員） 
 

御園美由紀  総務職員（短時間職員） 
 

中谷洋子  総務職員（短時間職員：夜間対応） 
 

池田かよ子  総務職員（短時間職員：夜間対応） 

顧問 3 人 

［定数］ 

0 人～3 人 

評議員会  

評議員 7 人 

［定数］ 

４人～１０人 

理事会 

理事長 １人 

理事 8 人 

［定数］４人～１０人 

監事  

３人 

［定数］３人以内 

山野上隆史(事務局長)、山本愛（事務局次長） 


